
平成16年

2004年

NO.1,008

１1月

11月3日に奈良市表彰式

力を合わせて頑張れ！小学校運動会



〈奈良市のシンボル〉

イチイガシ

ウグイス

ナラヤエザクラ

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月

2

11月
平成16年（2004年）NO.1,008

■市民のうごき（10月１日現在）

総人口 365,738人　

（男174,094人・女191,644人）

世　帯　143,651世帯

鍵
田
新
市
長
が
初
登
庁

税
を
考
え
る
週
間
ほ
か

市
の
表
彰
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輝
く
人
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民
特
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員
レ
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ト
・
奈
良
の
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催
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内
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政
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災
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九
月
五
日
の
奈
良
市
長
選
挙
で
初
当
選
し

た
鍵
田
忠
兵
衛
新
市
長
が
、
同
二
十
八
日
に

市
役
所
へ
初
登
庁
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
市
役
所
へ
登
庁
し
た
鍵
田
市

長
は
、
玄
関
前
に
出
迎
え
た
職
員
や
市
民
の

拍
手
に
こ
た
え
、
第
二
十
一
代
目
の
市
長
と

し
て
の
第
一
歩
を
刻
み
ま
し
た
。
そ
の
後
の

初
登
庁
式
で
は
、
職
員
を
前
に
「
自
分
が
し

て
も
ら
っ
て
喜
ぶ
よ
う
な
こ
と
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
ほ
し
い
。
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
て
奈
良
を
変
え
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
七
日
の
市
議
会
九
月
定
例
会

で
は
「
市
民
参
画
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
福

祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た
い
。
奈
良
の
ま
ち
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
奈
良
の
ま
ち
に
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
に
し
た

い
」
と
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝ひ

か

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

鍵
田
新
市
長
が
初
登
庁

市役所正庁での初登庁式

市役所に初登庁した鍵田市長
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〈奈良テレビ放送ＵＨＦ烱〉
ふれあいのまち奈良（5分番組）…毎週木曜

日午後8時55分（再放送は土曜日午後8時55分）
いきいきタウン（15分番組）…毎週土曜日午
後10時（再放送は日曜日午前11時45分）

〈ならどっとＦＭ78.4ＭＨｚ〉
フロムなら（10分番組）…毎週月～木曜日午
前11時半～11時40分、毎週金曜日午前11時
半～11時50分、毎日午後6時35分～6時45分
防災メモ（1分番組）…毎日午前8時半、午後
零時半、午後4時半、午後6時半

市
政
広
報
番
組

九
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
平

城
小
学
校
運
動
会
か
ら
。
綱
引
き

で
、「
よ
ー
い
し
ょ
！
」
の
掛
け

声
に
合
わ
せ
、
力
い
っ
ぱ
い
綱
を

引
く
子
ど
も
た
ち
。
晴
天
の
下
、

元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た

（
詳
細
は
29
ペ
ー
ジ
市
政
ニ
ュ
ー

ス
欄
に
掲
載
）。

表紙写真

行
財
政
改
革
と
職
員
の
意
識
改
革

厳
し
い
財
政
状
況
下
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
過
重
な
負
担
を
与
え
ず
、
未
来
に

向
け
た
継
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
健
全
な
財
政
運
営
の
実
現
と
継
続
に
向

け
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、「
奈
良
市
行
財
政
改
革

大
綱
」「
第
三
次
総
合
計
画
」
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、「
奈
良
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
実
行
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
職
員
数
の
削

減
、
市
民
の
利
便
性
を
考
え
た
効
率
的
な
行

政
組
織
の
再
編
を
行
い
ま
す
。

情
報
開
示
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
推
進

市
民
の
み
な
さ
ん
が
市
政
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
情
報
提
供
や
、
情
報
公

開
条
例
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

行
政
と
市
民
が
対
話
し
、
お
互
い
に
理
解
を

深
め
る
場
と
し
て
、
中
学
校
区
を
単
位
と
し

た
対
話
集
会
を
実
施
し
、
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

お
年
寄
り
や
障
が
い
者
に
優
し
い
ま
ち

高
齢
者
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
誰
も
が

よ
り
自
由
に
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
公

共
・
民
間
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
計

画
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
自
立

支
援
に
よ
る
社
会
参
加
を
進
め
る
た
め
の
障

が
い
者
雇
用
促
進
・
助
成
事
業
計
画
、
児
童

福
祉
対
策
と
し
て
の
就
学
前
児
童
医
療
助
成

制
度
な
ど
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
人
権

教
育
・
啓
発
等
の
施
策
を
推
進
し
、「
豊
か

な
共
生
の
社
会
」
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
の
個
性
が
輝
る
教
育
改
革

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
役
割
を
分
担
し
、

連
携
協
力
し
な
が
ら
、
未
来
の
奈
良
市
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
し
、
豊
か
な

人
間
性
を
養
い
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

育
む
教
育
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員

の
資
質
向
上
、
い
じ
め
や
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
涯
を
通
じ
て
誰
も
が
学
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
学
習
・
文
化

活
動
が
行
え
る
よ
う
、
地
域
に
密
着
し
た
生

涯
学
習
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
、
暮
ら
せ
る
ま
ち

「
奈
良
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
奈

良
の
ま
ち
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
ま
ち
づ

く
り
の
基
幹
を
な
す
も
の
と
し
て
、
ご
み
処

理
に
関
し
て
は
、
環
境
清
美
工
場
の
焼
却
炉

更
新
時
期
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
移
転
の
た

め
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、
跡
地
利
用
の
検

討
も
あ
わ
せ
て
事
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

火
葬
場
新
設
に
つ
い
て
は
「
市
営
総
合
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
計
画
策
定
、
都
市
整
備
に

お
い
て
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
快

適
な
住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

医
療
の
充
実
に
関
し
て
は
、
市
立
奈
良
病

院
で
の
二
十
四
時
間
小
児
救
急
医
療
体
制
や

「
医
療
特
区
」
に
よ
る
長
期
重
症
高
齢
者
受

入
体
制
の
確
立
を
将
来
的
に
進
め
ま
す
。

治
安
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
密
着
し
た
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
警
察
・
行
政
・

市
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
安
心
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。

防
災
対
策
に
お
い
て
は
、「
防
災
対
策
市

民
会
議
」
を
設
置
し
、
地
域
で
の
自
主
的
防

災
活
動
を
実
施
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
を
推

進
し
ま
す
。

そ
の
他
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
促
進
事
業

計
画
を
策
定
し
、
将
来
年
間
八
十
万
人
の
外

国
人
観
光
客
を
目
標
に
諸
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
西
暦
二
〇
一
〇
年
の
平
城
遷
都

千
三
百
年
記
念
事
業
に
あ
わ
せ
、
奈
良
市
を

全
世
界
に
発
信
す
る
事
業
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
月
ヶ
瀬
村
・
都
祁
村
と
の
合
併
に
つ
い

て
も
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
と
職
員
の
意
識
改
革

子
ど
も
の
個
性
が
輝
る
教
育
改
革

情
報
開
示
に
よ
る

開
か
れ
た
市
政
の
推
進

お
年
寄
り
や

障
が
い
者
に
優
し
い
ま
ち

安
全
で
安
心
し
て
、
暮
ら
せ
る
ま
ち

五五
つつ
のの
重重
点点
施施
策策
項項
目目

市議会9月定例会で所信表明する
鍵田市長（手前）

ひ
か



奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月

4

◆源泉所得税の年末調整説明会
とき…11月29日豺午後１時半～３時半　蜷ところ

…なら100年会館（三条宮前町） 蜷内容…年末調整
の仕方、法定調書の書き方等。年末調整・法定調書
関係用紙は在職人数に関わらず一律枚数を配布する
ので不足分はコピーしてください
◆平成16年分所得税の決算説明会
とき・ところ…12月７日貂・学園前ホール（学園

南三丁目）、８日貉・ならまちセンター（東寺林町）。
時間は午前10時～正午　蜷内容…個人事業者の所得
税・消費税の決算の仕方（消費税の改正点も説明）
【問い合わせ】奈良税務署（蕁２６―１２０１）へ。

市税の納期内納付に協力してください
～ 市税は市民みんなの大切な財産です ～

みなさんから納められた市税は、より効率的に使わなけ
ればいけません。市税を有効に使うためにも、納期内の納
付に協力願います。納期までに納付しないと、整理等に多
額の費用がかかります。この費用も、本来は福祉・教育・
環境などに使うべき貴重な市税から支出することになりま
す。納期は必ず守りましょう。
【納税相談】生活を営む上で、どうしても納期限までに納税でき
ない場合は、納税通知書と印鑑を持参して市役所納税課へ相談し
てください。

市では、市民のみなさんが健康で快適な暮らしができる
よう、道路や下水道など生活環境の整備をはじめ、教育や
福祉の充実、消防や災害対策など様々な仕事をしています。
これらを行うために、市税は最も大切な財源です。
市税や国税など税金への理解を深めてもらおうと、昭和

49年から始まった「税を知る週間」。今年からは、単に税
を「知る」だけでなく、税の仕組みや目的などを考え、私
たちの生活やまちづくりの基礎となる「税」への理解をよ
り深めてもらおうと、「税を考える週間」になりました。

【問い合わせ】市役所市民税課へ。

救急車は、交通事故やケガ、急病などからみなさんの大切な生
命を守るため、いつでも出場できる体制をとっています。
しかし、同時に出場できる救急車や人員には限りがあります。

急を要しないことで救急車を利用すると、重病・重傷患者の搬送
に救急車が回れなくなり、患者を運ぶのが遅れてしまうことがあ
ります。緊急時以外の要請は控えてください。

【問い合わせ】市消防局（蕁３５―１１９１豎）へ。

年々増加する救急件数
に対応し、救命率向上
のため訓練を行ってい
ます

救急車の適正な利用を！

救急車は緊緊緊緊急急急急時時時時にににに必要です

みなさんの笑顔と元気に税金が生かされます

1111月1111日～日～1717日は「税を考える週間」日は「税を考える週間」

緊急時に緊急時に

11月11日～17日は「税を考える週間」

緊急時に緊急時に緊急時に緊急時に
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有
功
特
別
表
彰

○
20
年
以
上
市
議
会
議
員
の
職
に
あ
る
人

及
び
そ
の
後
に
お
い
て
市
政
の
発
展
等
に

寄
与
し
そ
の
功
績
が
卓
越
し
て
い
る
人

小
林
照
代

64

三
碓
一
丁
目

奈
良
市
議
会
議
員
と

し
て
20
年
の
長
き
に
わ

た
り
市
政
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

岩
本
潤
三

70

右
京
四
丁
目

社
会
福
祉
の
た
め
に

と
20
年
の
長
き
に
わ
た

り
多
額
の
浄
財
を
寄
付

さ
れ
た
。

有
功
表
彰

○
12
年
以
上
農
業
委
員
会
の
委
員
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
職

に
あ
る
人

鞦

義
晴

70

米
谷
町

長
年
に
わ
た
り
農
業

委
員
会
委
員
と
し
て
、

市
の
農
業
行
政
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

今
西
駒
治

73

八
条
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
市
の
税
務
行
政

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

○
教
育
、
学
芸
、
文
化
、
産
業
等
の
発

展
に
つ
い
て
そ
の
功
績
が
顕
著
な
人

尼
闢
勝
己

68

西
大
寺
東
町
二
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市
卓

球
協
会
副
会
長
、
市
体

育
協
会
常
任
理
事
等
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

中
林
直
義

77

吉
野
郡
下
市
町

長
年
に
わ
た
り
奈
良

商
工
会
議
所
議
員
・
常

議
員
等
と
し
て
商
工
業

の
振
興
と
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

井
上
平
祐

73

北
京
終
町

長
年
に
わ
た
り
奈
良

商
工
会
議
所
議
員
・
常

議
員
等
と
し
て
商
工
業

の
振
興
と
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

○
市
政
の
発
展
等
に
関
し
特
に
功
績
が

顕
著
な
人

山
本
平
一

74

歌
姫
町

長
年
に
わ
た
り
平
城

地
区
自
治
連
合
会
長
と

し
て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

吉
川
定
一

84

柳
町長

年
に
わ
た
り
柳
町

自
治
会
長
と
し
て
、
地

域
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

馬
田
義
明

80

大
宮
町
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
大
宮

町
一
丁
目
第
３
自
治
会

長
と
し
て
、
地
域
振
興

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

中
前
　
茂

66

六
条
西
三
丁
目

長
年
に
わ
た
り
六
条

西
三
丁
目
自
治
会
長
と

し
て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

桑
野
義
信

71

学
園
朝
日
町

長
年
に
わ
た
り
学
園

朝
日
町
第
三
自
治
会
長

と
し
て
、
地
域
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

森
岡
孝
充

52

今
市
町

長
年
に
わ
た
り
市
消

防
団
員
と
し
て
、
地
域

防
災
の
任
務
に
率
先
し

て
精
励
さ
れ
て
い
る
。

岡
本
　
博

52

西
大
寺
芝
町
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市
消

防
団
員
と
し
て
、
地
域

防
災
の
任
務
に
率
先
し

て
精
励
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
昭
彦

62

古
市
町

長
年
に
わ
た
り
市
消

防
団
員
と
し
て
、
地
域

防
災
の
任
務
に
率
先
し

て
精
励
さ
れ
て
い
る
。

※
有
功
表
彰
の
う
ち
一
名
掲
載
辞
退

功
労
表
彰

○
教
育
、
学
芸
、
文
化
、
産
業
等
の
発

展
又
は
社
会
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
そ

の
功
績
が
顕
著
な
人

喜
多
慶
之

55

佐
紀
町

市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

理
事
長
、
市
体
育
協
会

理
事
等
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

山
田

驪

57

西
大
寺
新
町
二
丁
目

市
陸
上
競
技
協
会
副

理
事
長
、
市
体
育
協
会

理
事
等
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

正
木
康
雄

66

毘
沙
門
町

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
理
事
長
、
市
体
育
協

会
常
任
理
事
等
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
大
三
郎

60

左
京
一
丁
目

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ス
ポ
ー
ツ
協
会
副
会
長

等
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

小
西
千
代
子

法
蓮
町

市
茶
華
道
連
盟
参
与

等
と
し
て
、
文
化
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

岡
野
昌
子

74

法
蓮
町

市
茶
華
道
連
盟
理
事

等
と
し
て
、
文
化
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

岡
崎
正
己

63

南
京
終
町
一
丁
目

県
菊
花
連
盟
理
事
長

等
と
し
て
、
文
化
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

萩
原
正
弘

68

北
京
終
町

奈
良
商
工
会
議
所
議

員
等
と
し
て
、
商
工
業

の
振
興
と
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

植
野
清
嗣

71

法
蓮
町

奈
良
商
工
会
議
所
議

員
等
と
し
て
、
商
工
業

の
振
興
と
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

畑
里
憲
雄

56

東
包
永
町

奈
良
観
光
物
産
製
造

卸
組
合
副
会
長
等
と
し

て
、
観
光
産
業
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

岡
闢
育
史

46

紀
寺
町

奈
良
観
光
物
産
製
造

卸
組
合
会
計
理
事
等
と

し
て
、
観
光
産
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

三
浦
　
厳

72

南
永
井
町

墨
づ
く
り
に
精
進
さ

れ
、
伝
統
産
業
の
振
興

と
後
継
者
の
育
成
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

浮
田
與
一
郎

84

大
宮
町
四
丁
目

大
宮
地
区
万
年
青
年

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
し

て
、
高
齢
者
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

菊
花
か
お
る
「
文
化
の
日
」、
奈
良
市
表
彰
式
を
午
前

10
時
か
ら
市
役
所
正
庁
で
行
い
ま
す
。

市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
85
人
の
人
々
に
表
彰
状
を

贈
り
、
そ
の
功
績
や
善
行
を
広
く
顕
彰
し
ま
す
。
表
彰
を

受
け
る
人
々
と
そ
の
主
な
事
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
広
報
課
へ
。

氏名の下は11月３日現
在の年齢。以下住所、
事績の概要の順。敬称
略。順不同。

市
の
表
彰
に
輝
く
人
々

平
成
16
年
奈
良
市
表
彰
式

11
月
3
日
「
文
化
の
日
」
に
85
人
を
表
彰

有
功
表
彰
（
14
人
）

功
労
表
彰
（
58
人
）

有
功
特
別
表
彰
（
2
人
）
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中
島
　
弘

77

歌
姫
町

平
城
地
区
万
年
青
年

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
し

て
、
高
齢
者
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

○
10
年
以
上
自
治
会
長
の
職
に
あ
る
人

柴
田
年
雄

66

椿
井
町

椿
井
町
自
治
会
長
と

し
て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

北
西
　
昇

82

漢
国
町

漢
国
町
自
治
会
長
と

し
て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

多
賀
冨
敬

74

高
畑
町

下
清
水
町
自
治
会
長

と
し
て
、
地
域
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

田
中
豊
作

80

白
毫
寺
町

高
円
山
離
宮
自
治
会

長
と
し
て
、
地
域
振
興

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

野
田
善
亮

71

中
院
町

中
院
町
自
治
会
長
と

し
て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

中
田
久
次
郎

76

肘
塚
町

釜
屋
舗
町
自
治
会
長

と
し
て
、
地
域
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

野
間
昭
夫

75

南
京
終
町
一
丁
目

南
京
終
町
一
丁
目
第

１
自
治
会
長
と
し
て
、

地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

西
田
茂
數

80

奥
芝
町

奥
芝
町
自
治
会
長
と

し
て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

今
中
健
司

67

大
宮
町
二
丁
目

大
宮
町
二
丁
目
第
３

自
治
会
長
と
し
て
、
地

域
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

臼
井
政
良

68

三
条
添
川
町

三
条
本
町
第
１
自
治
会

長
、
三
条
添
川
町
第
３
自

治
会
長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

木
下
覚
己

75

法
華
寺
町

法
華
寺
北
町
第
２
自

治
会
長
と
し
て
、
地
域

振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

西
上
裕
大

65

南
京
終
町

南
京
終
南
町
第
２
自

治
会
長
と
し
て
、
地
域

振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

萩
原
征
二

62

南
京
終
町
四
丁
目

南
京
終
町
四
丁
目
第

１
自
治
会
長
と
し
て
、

地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

酒
井
弘
一

74

大
安
寺
四
丁
目

中
在
家
町
自
治
会
長

と
し
て
、
地
域
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

鐡
田
茂
美

65

横
井
二
丁
目

横
井
一
丁
目
第
１
自

治
会
長
と
し
て
、
地
域

振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

中
野
佳
秀

51

東
九
条
町

北
和
団
地
自
治
会
長

と
し
て
、
地
域
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

赤
井
正
一

58

虚
空
蔵
町

虚
空
蔵
町
自
治
会
長

と
し
て
、
地
域
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

福
岡
　
進

68

若
葉
台
一
丁
目

若
葉
台
一
丁
目
自
治

会
長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

○
10
年
以
上
民
生
委
員
そ
の
他
法
令
又

は
条
例
に
基
づ
き
選
任
さ
れ
た
審
議
会

等
の
委
員
の
職
に
あ
る
人

川
本
京
子

62

古
市
町

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

冷
水
紀
子

74

秋
篠
早
月
町

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

坊
　
忠
一

76

芝
辻
町
二
丁
目

市
都
市
景
観
審
議
会

委
員
と
し
て
、
魅
力
あ

る
都
市
景
観
の
形
成
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

上
野
邦
一

60

北
袋
町

市
都
市
景
観
審
議
会

委
員
と
し
て
、
魅
力
あ

る
都
市
景
観
の
形
成
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

今
井
範
子

55

学
園
中
三
丁
目

市
都
市
景
観
審
議
会

委
員
と
し
て
、
魅
力
あ

る
都
市
景
観
の
形
成
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

○
15
年
以
上
消
防
団
の
団
員
と
し
て
勤

続
し
特
に
功
績
顕
著
な
人

藤
澤
秀
訓

43

中
町市

消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任
務

に
率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

福
西
康
浩

42

下
狭
川
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任
務

に
率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

巽
　
広
充

47

横
田
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任
務

に
率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

福
井
利
治

60

佐
紀
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任
務

に
率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

塚
本
憲
作

54

法
華
寺
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任
務

に
率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

植
田
　
肇

43

大
宮
町
一
丁
目

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任
務

に
率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

筑
瀬
寛
之

46

東
九
条
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任
務

に
率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

○
市
の
公
益
に
関
し
功
績
が
顕
著
な
人

前
田
紀
夫

学
園
南
二
丁
目

市
の
各
種
予
防
接
種

業
務
や
休
日
夜
間
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

須
基
浩
昌

61

南
京
終
町
一
丁
目

市
の
各
種
予
防
接
種

業
務
や
休
日
夜
間
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

小
木
勝
四
郎

61

三
碓
一
丁
目

市
の
各
種
予
防
接
種

業
務
や
休
日
夜
間
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

瀧
川
英
治

54

北
登
美
ヶ
丘
四
丁
目

市
の
各
種
歯
科
検
診

や
休
日
歯
科
応
急
診
療

業
務
に
協
力
さ
れ
、
市

民
の
歯
科
衛
生
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。
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吉
本
佳
正

54

登
美
ヶ
丘
三
丁
目

市
の
各
種
歯
科
検
診

や
休
日
歯
科
応
急
診
療

業
務
に
協
力
さ
れ
、
市

民
の
歯
科
衛
生
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

青
山
哲
也

52

西
千
代
ヶ
丘
三
丁
目

市
の
各
種
歯
科
検
診

や
休
日
歯
科
応
急
診
療

業
務
に
協
力
さ
れ
、
市

民
の
歯
科
衛
生
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

秋
本
行
俊

60

西
大
寺
新
町
一
丁
目

市
の
休
日
夜
間
応
急

診
療
所
の
薬
剤
業
務
等

に
協
力
さ
れ
、
市
民
の

健
康
増
進
に
寄
与
さ
れ

て
い
る
。

平
野
昌
繁

64

神
戸
市

市
南
部
土
地
改
良
清

美
事
業
防
災
及
び
環
境

保
全
対
策
委
員
会
委
員

と
し
て
、
事
業
の
推
進

に
貢
献
さ
れ
た
。

植
田
　
驪

66

東
向
南
町

市
少
年
指
導
委
員
と

し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

丸
山
郁
代

57

四
条
大
路
一
丁
目

市
少
年
指
導
委
員
と

し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

右
近
　
巽

63

田
中
町

市
少
年
指
導
委
員
と

し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

前
川
保
廣

69

神
功
二
丁
目

市
少
年
指
導
委
員
と

し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

新
田
慶
子

63

神
功
二
丁
目

市
少
年
指
導
委
員
と

し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

※
功
労
表
彰
の
う
ち
一
名
掲
載
辞
退

善
行
表
彰

○
市
の
公
益
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄

付
し
た
人

杉
岡
正
美

91

学
園
南
一
丁
目

文
化
振
興
の
た
め
に

と
多
く
の
書
作
品
を
寄

贈
さ
れ
た
。

佐
伯
加
代
子

67

西
大
寺
芝
町
一
丁
目

文
化
振
興
の
た
め
に

と
書
作
品
を
寄
贈
さ
れ

た
。

加
藤
嬌
子

81

岡
崎
市

文
化
振
興
の
た
め
に

と
書
作
品
を
寄
贈
さ
れ

た
。

下
井
壽
子

73

東
京
都
渋
谷
区

文
化
振
興
の
た
め
に

と
書
作
品
を
寄
贈
さ
れ

た
。

弘
田
芳
弘
　
89

半
田
開
町

文
化
振
興
の
た
め

に
と
水
彩
画
を
寄
贈
さ

れ
た
。

闍
霖
善
明

73

半
田
開
町

北
部
会
館
開
館
を
記

念
し
て
絵
画
を
寄
贈
さ

れ
た
。

岡
本
唯
嗣

敷
島
町
一
丁
目

北
部
会
館
開
館
を
記

念
し
て
絵
画
を
寄
贈
さ

れ
た
。

○
善
行
が
著
し
く
市
民
の
模
範
と
な
る
人

鐡
村
祿
彌
　
71

鳥
見
町
二
丁
目

児
童
公
園
の
剪
定
・

清
掃
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
実
施
さ
れ
、
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

※
善
行
表
彰
の
う
ち
三
名
掲
載
辞
退

善
行
表
彰
（
11
人
）

奈良の景観に調和し、優れた建築物や町
並みに贈られる第17回奈良市建築文化賞の
各賞が次のとおり決まり、11月３日の市表
彰式で建築主・設計者・施工者に表彰状と
記念品が贈られます。今年は22件の建築物
等の推薦がありました。

帝塚山学園
学園前キャンパス１号館
〈学園講堂及び中学高等学校新校舎〉
（学園南三丁目）

JR奈良伝宝ビル
（三条宮前町）

Ｅ邸住宅
（高畑町）

【奈良市建築文化賞奨励賞】【奈良市建築文化賞部門賞町並み賞】

【奈良市建築文化賞部門賞景観賞】

優れた建物や町並みを表彰 奈奈奈奈良良良良市市市市建建建建築築築築文文文文化化化化賞賞賞賞

アコール・ファン椿井
（椿井町）



柳
生
新
陰
流

柳
生
氏
は
も
と
も
と
奈
良
市
東
部
の
土

豪
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
の
終
わ
り
ご

ろ
、
柳
生
宗
厳
む
ね
よ
し

（
石
舟
斎
）
が
出
て
、
柳

生
新
陰
流
と
い
わ
れ
る
剣
法
を
創
始
し
、

天
下
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
宗
厳
は
上
泉
信
綱
に
学
ん
で
そ
の
秘

伝
を
う
け
、
新
陰
流
を
あ
み
だ
し
た
と
伝

え
る
。徳
川
家
康
に
仕
え
て
地
歩
を
固
め
、

求
め
ら
れ
て
子
宗
矩
む
ね
の
り

を
兵
法
師
範
に
推
挙

し
た
。
宗
矩
は
将
軍
秀
忠
・
家
光
の
指
南

役
と
な
り
、
一
万
二
五
〇
〇
石
を
与
え
ら

れ
て
大
名
の
地
位
に
の
ぼ
っ
た
。
宗
矩
の

子
十
兵
衛
三
厳
は
、
新
陰
流
の
奥
義
を
き

わ
め
、
父
祖
の
教
訓
と
自
分
の
信
念
を
の

べ
た
「
月
之
抄
」
を
の
こ
し
た
。
三
厳
の

死
後
、
弟
の
宗
冬
が
家
督
を
つ
ぎ
、
以
後

柳
生
氏
は
大
名
と
し
て
将
軍
家
の
剣
法
指

南
役
を
つ
と
め
た
。
宗
厳
の
嫡
男
厳
勝
の

子
兵
庫
介
利
厳
は
尾
張
藩
の
兵
法
指
南
と

な
っ
た
が
、
一
族
・
家
士
・
門
弟
で
諸
藩

に
仕
え
る
も
の
も
多
く
、
柳
生
の
名
は
全

国
に
お
よ
ん
だ
。

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月
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高
の
原
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
南

側
に
完
成
し
た
奈
良
市
北
部
会
館
。

こ
の
四
階
に
九
月
一
日
オ
ー
プ
ン
し

た
北
部
図
書
館
を
訪
ね
ま
し
た
。
静

か
に
建
つ
会
館
は
シ
ッ
ク
な
グ
レ
ー

の
外
観
。
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で

ま
と
め
ら
れ
、
落
ち
着
い
た
感
じ
で

好
感
が
持
て
ま
す
。一
階
入
口
へ
は
、

階
段
と
な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
で
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
親
切
な
設
計
で
、

駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
で
図
書
館
の
あ
る
四

階
へ
上
が
り
ま
す
。
入
口
す
ぐ
の
カ

ウ
ン
タ
ー
を
過
ぎ
る
と
、
書
庫
は
高

い
天
窓
と
大
き
な
窓
か
ら
入
る
自
然

光
で
開
放
感
が
い
っ
ぱ
い
。
窓
か
ら

一
望
で
き
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
景
観

は
新
鮮
で
す
。

最
初
に
目
を
引
く
の
は
、
き
れ
い

な
淡
い
ピ
ン
ク
色
で
統
一
さ
れ
た
児

童
書
の
書
棚
。
優
し
く
本
に
包
ま
れ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
こ
こ
に

は
、
乳
幼
児
の
た
め
の
「
バ
ン
ビ
コ

ー
ナ
ー
」
の
ほ
か
、
本
を
通
じ
て
親

子
が
ふ
れ
あ
え
る
「
お
は
な
し
コ
ー

ナ
ー
」
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
靴

を
脱
い
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
本
と
向

き
合
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
年
少
女
た
ち
の
『
自

分
探
し
』
に
役
立
ち
そ
う
な
「
わ
か

ば
コ
ー
ナ
ー
」
に
も
、
充
実
し
た
本

揃
え
を
め
ざ
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

楽
し
み
で
す
。

一
般
図
書
の
書
棚
は
、
パ
ス
テ
ル

グ
リ
ー
ン
で
さ
わ
や
か
な
印
象
。
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報
を
ス

ム
ー
ス
に
提
供
し
よ
う
と
、
従
来
の

図
書
分
類
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
た
本
の
配
架
に
心

が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
利
用
者
の
立
場
に
立

つ
」
こ
と
は
当
然
の
よ
う

に
思
え
て
、
今
ま
で
の
公

立
図
書
館
に
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
、
家
の

本
箱
を
大
き
く
し
た
よ
う
な
身
近
な

感
じ
で
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

開
館
し
て
間
が
な
い
上
に
、
た
く

さ
ん
の
利
用
者
が
あ
っ
て
貸
出
中
の

本
が
多
く
、
ま
だ
書
棚
い
っ
ぱ
い
に

本
が
溢
れ
て
い
る
い
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
実
用

書
を
中
心
に
政
治
・
経
済
分
野
の
本

な
ど
も
充
実
さ
せ
て
い
く
そ
う
で

す
。
一
人
月
一
冊
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

も
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

本
の
貸
し
出
し
は
、
奈
良
市
立
図

書
館
で
初
め
て
自
動
貸
出
機
が
二
台

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
自

分
で
簡
単
に
操
作
で
き
る
セ
ル
フ
貸

し
出
し
機
で
、
と
っ
て
も
便
利
な
優

れ
物
で
す
。
ま
た
、
従
来
の
司
書
さ

ん
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
軽

減
す
る
こ
と
で
、
そ
の
分
を
窓
口
で

利
用
者
と
の
対
話
に
あ
て
、
本
に
関

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

充
実
さ
せ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
素
敵

な
発
想
だ
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
財
産
で
あ
る
蔵
書
は
現
在

約
三
万
冊
、
全
て
Ｉ
Ｃ
タ
グ
で
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
約
二
万
冊

を
収
蔵
で
き
る
自
動
化
書
庫
シ
ス
テ

ム
を
備
え
て
お
り
、
あ
の
国
立
国
会

図
書
館
と
同
じ
と
の
こ
と
で
ち
ょ
っ

と
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
館
内
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
本
を
探
し
、
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
中
の
図
書
館
の
本
を
見
つ

け
て
、
更
に
は
そ
の
本
を
借
り
る
手

続
き
も
で
き
る
そ
う
で
す
。「
世
界

の
中
心
で
、
愛
を
叫
ぶ
」
で
は
な
い

で
す
が
、「
奈
良
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
中
心
で
、
世
界
の
本
を
読
め
る
」

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
特
集
テ
ー
マ
を
絞
っ
て

本
を
紹
介
し
た
り
、
活
字
離
れ
す
る

子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
企
画
な
ど
、
楽
し
み
な
取

り
組
み
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
書

棚
を
は
じ
め
館
内
所
々
に
季
節
の
小

花
が
飾
ら
れ
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
女
性
図
書
館
長
さ
ん
の
優

し
い
心
配
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

北
側
に
は
ベ
ン
チ
を
備
え
た
テ
ラ
ス

が
あ
り
、
外
を
眺
め
る
ひ
と
と
き
も

ち
ょ
っ
と
お
す
す
め
で
す
。

北
部
会
館
に
は
、
二
百
十
名
収
容

の
ホ
ー
ル
や
会
議
室
・
多
目
的
室
・

和
室
を
備
え
た
市
民
文
化
ホ
ー
ル
も

あ
り
ま
す
。
ど
の
部
屋
も
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
料
金
設
定
に
な
っ
て
い
て
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
の
ク
ラ
ブ

や
学
校
・
団
体
に
活
用
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

地
元
の
声
が
反
映
さ
れ
て
設
置
さ

れ
た
、
将
来
性
あ
る
施
設
で
す
。
大

い
に
活
用
し
、
利
用
し
た
い
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

本
に
親
し
む
生
活
の
た
め
に

北
部
図
書
館
が
開
館

中谷由子さん

明
る
く
開
放
的
な
同
館
（
9
月
1
日

開
館
直
後
）、
下
は
本
の
自
動
貸
出
機

天之石立神社（柳生町）南に
ある柳生宗厳ゆかりの一刀石



奈良市人権教育・啓発推進本部

人権擁護啓発作品から

平
城
東
中
学
校

鈴
木
裕
美
さ
ん

シリーズ　人権4コマまんが

毎毎毎毎月月月月11111111日日日日はははは
「「「「人人人人権権権権をををを確確確確かかかかめめめめああああうううう日日日日」」」」

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月
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七つの色が存在しあうからこそ美しい虹のように
互いの違いを認めあう「共生の社会」をめざして

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
複
数
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
相
互
に
接
続
し
、
一
つ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。
通
信
回
線
を

介
し
て
、
世
界
各
地
の
個
人
や
組

織
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
者
数
は
七
七
三
〇
万

人
（
平
成
十
五
年
総
務
省
「
通
信

利
用
動
向
調
査
」）
で
普
及
率
は

六
〇
・
六
％
、
五
人
に
三
人
が
利

用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、

私
た
ち
は
今
ま
で
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
な
大
量
の
情
報
を
、
い

つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
瞬
時
に
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル
を
使
い
、
個

人
が
不
特
定
多
数
に
向
け
て
様
々

な
意
見
や
情
報
を
自
由
に
発
信

し
、
交
換
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

身
近
な
も
の
と
な
る
に
つ
れ
て
、

現
代
社
会
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
ほ

ど
の
悪
質
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ

ィ
ル
ス
や
迷
惑
メ
ー
ル
、
違
法
・

有
害
情
報
の
氾
濫
、
誹
謗
中
傷
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
の
問

題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中

傷
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
防
ぐ

た
め
、
二
〇
〇
二
年
に
「
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
責
任
法
」
が
施
行
さ
れ
、

悪
意
の
あ
る
情
報
の
削
除
や
発
信

者
の
住
所
・
氏
名
の
開
示
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
奈
良
県
で
は
同
年
２
月

に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
差

別
書
き
込
み
に
つ
い
て
考
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」が
設
立
さ
れ
、

差
別
を
扇
動
・
助
長
す
る
書
き
込

み
に
対
し
て
、
最
も
適
切
・
有
効

な
方
策
を
検
討
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
場
所
や

時
間
・
年
齢
・
性
別
・
人
種
な
ど

を
超
え
て
、
世
界
中
の
「
人
」
と

「
人
」
を
結
ぶ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た

パ
ソ
コ
ン
な
ど
端
末
の
前
に
は
、

「
人
」
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
時
に

も
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

「
人
権
尊
重
」
を
常
に
心
が
け
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
情
報
の
す
べ
て
が
、
正

確
で
信
頼
で
き
る
も
の
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
常
に
正
し
い
情
報
を
見

極
め
る
姿
勢
を
持
ち
、
情
報
の
善

し
悪
し
を
自
ら
判
断
し
て
取
捨
選

択
し
、
そ
れ
を
活
用
す
る
能
力
を

養
う
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
上
で

の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
、
今
一
度
考

え
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
蕁
七
二
―
一
五
一
〇
）
へ
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
人
権

0
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新
た
に
選
挙
人
名
簿
な
ど
に

登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
の
縦
覧

新
し
く
奈
良
市
の
選
挙
人
名
簿
と
在
外

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
記
載
し

た
書
面
を
、次
の
よ
う
に
縦
覧
で
き
ま
す
。

と
き
…
12
月
３
日
貊
〜
７
日
貂
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
含
む
）

▼
と
こ
ろ
…
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
棟
３
階
）。

く
わ
し
く
は
、
同
事
務
局
へ
。

農
地
転
用
申
請
等
の
受
付
日
の
変
更

市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
の
転
用
申
請

等
の
受
付
は
、
毎
月
25
日
〜
月
末
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
11
月
受
付
分
は
、
11
月
19

日
貊
〜
25
日
貅
、
12
月
受
付
分
は
12
月
20

日
豺
〜
24
日
貊
に
変
更
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
。

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
所
得
税
や
市
民
税
の

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
寝
た

き
り
や
痴
呆
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該

当
し
、「
身
体
障
が
い
者
又
は
知
的
障
が

い
者
に
準
ず
る
」と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
市
が
発
行
す
る
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
で
す
。

【
必
要
な
書
類
】
申
請
書
、
医
師
の
意
見
書

【
注
意
】
今
年
中
に
満
65
歳
以
上
に
な
る

人
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
今
年
中
に
死

亡
し
た
場
合
は
死
亡
時
点
で
の
判
定
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
に
よ
る
認
定
用
意

見
書
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
規
定
の
文

書
作
成
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】
障
害
者
控
除
前
で
非
課
税
の

場
合
は
、
障
害
者
控
除
認
定
を
受
け
て
も

税
の
還
付
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
原
子
爆
弾

被
爆
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
す
で
に
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
た
め
申
請
は
不
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
、市
役
所
高
齢
福
祉
課
へ
。

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

募
集
住
宅
…
第
４
号
市
営
住
宅
（
般
若

寺
町
）
一
般
向
１
戸
、
第
５
号
市
営
住
宅

（
大
安
寺
一
丁
目
）
一
般
向
１
戸
、
第
18

号
市
営
住
宅
（
六
条
西
一
丁
目
）
一
般
向

１
戸
、
第
20
号
市
営
住
宅
（
松
陽
台
一
丁

目
）
一
般
向
１
戸
、
第
１
号
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
住
宅
（
三
条
本
町
）
一
般
向
１
戸
。
第

18
号
市
営
住
宅
は
高
齢
者
等
の
場
合
、
単

身
者
も
申
し
込
み
可
　
▼
申
し
込
み
…
市

役
所
住
宅
課
、
西
部
・
北
部
出
張
所
で
11

月
１
日
〜
15
日
に
配
布
す
る
入
居
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
で
11
月
15

日
必
着
で
同
課
へ
。
抽
選
は
11
月
22
日

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
住
宅
課
へ
。

市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集

募
集
墓
地
…
寺
山
霊
苑
（
白
亳
寺
町
）

６
区
画
、
南
山
墓
地
（
七
条
西
町
一
丁
目
）

２
区
画
　
▼
応
募
資
格
…
奈
良
市
に
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
、
現
に
居

住
し
て
い
る
世
帯
主
　
▼
申
し
込
み
…
市

役
所
衛
生
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
11
月
16
日

〜
22
日
（
土
・
日
曜
日
も
受
付
）
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
市
役
所
北
棟
１
階
第

20
会
議
室
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
要
印
鑑
、
官
製
は
が
き
１
枚
）。
１
世
帯

１
区
画
限
り
、
寺
山
霊
苑
と
南
山
墓
地
の

重
複
申
し
込
み
は
不
可
。
抽
選
は
11
月
29

〈中央・西部・北部図書館　11月の休館日〉 
　1日、3日、8日、15日、22日、23日、29日、30日 

〔駐車時間〕Ａ＝午後0:30～2:00　Ｂ＝午後2:30～4:00  
11月の移動図書館 巡回日程 

と　こ　ろ 
中登美ヶ丘一丁目　中央集会所前広場 
東九条町モータープール（東松商店） 
八条町　大安寺人権文化センター駐車場 
富雄北一丁目　第2号街区公園前北（ロイヤルヒルズ富雄） 
四条大路南町　自治会館駐車場 
富雄北三丁目　ネオハイツ富雄北フォレストガーデン前 
西九条町　西九条会館駐車場 
東九条町　宮ノ森住宅集会所前 
鳥見町二丁目　富雄公民館駐車場 
三松ヶ丘　第1号街区公園 
菅原町　やまや駐車場 
三条町　奈良ハイタウン東入口 
南永井町　第1号街区公園前 
帝塚山一丁目　第1号街区公園 
帝塚山四・五丁目集会所　帝山荘前 
五条西一丁目　ライフストア西の京店駐車場 
千代ヶ丘二丁目　大倭滝の峯荘玄関前 
西大寺宝ヶ丘　自衛隊宿舎駐車場 
秋篠早月町　秋篠サンパレス駐車場 
学園大和町一丁目　第1号街区公園 
川上町　ケアハウス万葉駐車場 
青山六丁目　集会所前 
富雄北三丁目　街区公園前 
佐保台二丁目　集会所駐車場 
二条町三丁目　淺沼組社員寮 
法華寺町　法華寺駐車場 
富雄団地48号棟前　天の川小径 
桂木町　桂木団地多目的広場 
丸山一丁目　西部生涯スポーツセンター球技場駐車場 
富雄泉ヶ丘　第3号街区公園（ABC公園）前 

時間 
B 
A 
B 
B 
B 
B 
A 
B 
A 
B 
B 
A 
B 
A 
B 
B 
B 
B 
B 
B 
A 
B 
B 
B 
A 
B 
B 
B 
A 
B 

巡回日 
 
 
 
 

　 

2貂 

4貅 
5貊 

12貊 

11貅 

19貊 

25貅 

9貂 

17貉 

19貊 

26貊 

25貅 

11貅 

26貊 

9貂 

10貉 

4貅 

18貅 

16貂 

18貅 

24貉 

中央図書館（蕁26―6101） 
西部図書館（蕁45―5669） 

5貊 

新
た
に
選
挙
人
名
簿
な
ど
に

登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
の
縦
覧

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

農
地
転
用
申
請
等
の

受
付
日
の
変
更

市
営
墓
地
使
用
者
を
募
集

暮らし

講　座

イベント

スポーツ



奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月

11

11
月
18
日
は
、
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替
日
で
す
。

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎

日
豺
に
市
役
所
で
実
施
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
衛
生
課
へ
。

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

県
に
お
い
て
、
都
市
計
画
道
路
「
国
道

163
号
バ
イ
パ
ス
線
」
と
「
鹿
畑
線
」
に
つ

い
て
の
変
更
案
が
作
成
さ
れ
た
の
で
、
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

1234567891011121314【
縦
覧
期
間
】
11
月
19
日
貊
〜
12
月
３
日

貊
の
執
務
時
間
内

【
縦
覧
場
所
】
県
都
市
計
画
課
（
登
大
路

町
県
分
庁
舎
６
階
）、
市
役
所
都
市
計
画

課
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
す
る

場
合
は
、
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
記

載
し
、
住
所
、
氏
名
を
併
記
し
た
文
書
を
、

12
月
３
日
必
着
で
県
知
事
あ
て
（
〒
630-

8501
登
大
路
町
三
〇
県
都
市
計
画
課
　
蕁
二

七
―
七
五
二
一
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
県
都
市
計
画
課
ま
た
は

市
役
所
都
市
計
画
課
へ
。

大
和
都
市
計
画
区
域
の
用
途
地
域

変
更
案
に
関
す
る
公
聴
会

県
で
は
、
大
和
都
市
計
画
区
域
の
用
途

地
域
の
変
更
案
に
関
す
る
公
聴
会
を
次
の

と
お
り
開
き
ま
す
。

【
と
き
】
11
月
20
日
貍
午
後
１
時
半

【
と
こ
ろ
】
県
中
小
企
業
会
館
（
登
大
路

町
）

【
対
象
地
域
】
奈
良
市
、
生
駒
市
、
平
群

町
（
奈
良
市
に
お
い
て
変
更
を
予
定
し
て

い
る
２
か
所
は
別
図
の
と
お
り
）

1234567891011121314

こ
の
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を

希
望
す
る
人
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
意
見
の
要
旨
と
そ
の

理
由
を
記
載
し
た
公
述
申
出
書
を
、
11
月

15
日
ま
で
に
県
都
市
計
画
課
（
〒
630-

8501

登
大
路
町
三
〇
　
蕁
二
七
―
七
五
二
〇
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。公
述
申
出
書
は
、

県
都
市
計
画
課
と
市
役
所
都
市
計
画
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
変
更
案
は
、
11
月
２
日
か
ら
公
聴

会
前
日
ま
で
の
執
務
時
間
内
に
、
県
都
市

計
画
課
（
対
象
地
域
全
域
）
と
市
役
所
都

市
計
画
課
（
奈
良
市
内
の
み
）
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
ま
た
、
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
案
の
概
要
を
公
開
し
ま
す
。

な
お
、
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な
か
っ
た

場
合
は
、公
聴
会
の
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
県
都
市
計
画
課
ま
た
は

市
役
所
都
市
計
画
課
へ
。

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

県
に
お
い
て
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基

づ
き
京
奈
和
自
動
車
道
（
大
和
北
道
路
）

（
仮
称
）
の
環
境
影
響
評
価
方
法
書
が
作
成

さ
れ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
の
概
要
】

名
称
…
京
奈
和
自
動
車
道
（
大
和
北
道

路
）（
仮
称
）

▼
種
類
…
一
般
国
道

（
自
動
車
専
用
道
路
）
の
新
設
　
▼
規
模

…
道
路
延
長
約
12
袰
、
車
線
数
４
車
線

▼
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
地
域
…
奈
良
市
、大
和
郡
山
市
、

天
理
市
、
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町

123456789101112

【
縦
覧
場
所
】
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
登

大
路
町
県
庁
東
棟
）、
県
都
市
計
画
課

（
登
大
路
町
県
分
庁
舎
６
階
）、
市
役
所
都

市
計
画
課
、
国
土
交
通
省
奈
良
国
道
事
務

所
調
査
第
二
課
（
大
宮
町
三
丁
目
）

【
縦
覧
期
間
】
11
月
９
日
貂
〜
12
月
８
日

貉
の
執
務
時
間
内
。県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、

県
都
市
計
画
課
、
国
土
交
通
省
奈
良
国
道

事
務
所
調
査
第
二
課
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時こ

の
方
法
書
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出

す
る
場
合
は
、
意
見
書
の
対
象
で
あ
る
方

法
書
の
名
称
、
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由

（
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
と
し
日

本
語
で
記
述
）
を
記
載
し
、
住
所
、
氏
名

を
併
記
し
た
文
書
を
、
12
月
22
日
必
着
で

県
知
事
あ
て
（
〒
630-

8501
登
大
路
町
三
〇

県
都
市
計
画
課
　
蕁
二
七
―
七
五
二
一
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
県
都
市
計
画
課
ま
た
は

市
役
所
都
市
計
画
課
へ
。

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
に

必
要
な
も
の
で
す
。

市
役
所
資
産
税
課
の

職
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

係
員
は
調
査
員
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す

の
で
、
不
審
な
場
合

は
掲
示
す
る
よ
う
求
め
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
資
産
税
課
へ
。

Ｎ 
▲ 

　　● 
中登美ヶ丘 
近隣公園 

●登美ヶ丘北 
　中学校 

東登美ヶ丘 
小学校 
　● 

● 
変更 
予定区域 

変更 
予定区域 

（仮）登美ヶ丘駅 

押熊真弓線 

大
淵
鹿
ノ
畑
線 

新池 

入道池 仏池 

Ｎ 
▲ 

● 

国道163号バイパス線（生駒市北田原町まで） 

鹿畑町 
交差点 

鹿畑線 奈良先端科学技術 
大学院大学 

奈良市 
生駒市 

北大和団地 
北口交差点 

二名町 

鹿畑町 

● 

登美ヶ丘北 
中学校 

Ｎ 
▲ 

西名阪 
自動車道 

国道24号線 

都市計画対象 
道路事業実施区域 

阪奈道路 

国道25号線 

木津町 

奈良市 

大和郡山市 

名阪国道 

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

大
和
都
市
計
画
区
域
の
用
途
地

域
変
更
案
に
関
す
る
公
聴
会

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧



児
童
手
当
（
0
歳
〜
小
学
3
年
生
修
了
前
の
児
童
が
対
象
・
所
得
制
限
あ
り
）
の
申
請
は
お
早
め
に
。
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

市
立
奈
良
病
院
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集

市
立
奈
良
病
院
の
運
営
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。

定
員
…
18
歳
以
上
若
干
名
。
在
勤
・
在

学
も
可
　
▼
任
期
…
２
年
　
▼
応
募
方
法

…
「
奈
良
市
の
医
療
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
800
字
程
度
の
小
論
文
（
様
式
不

問
）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

職
業
を
書
い
て
、
11
月
15
日
必
着
で
市
役

所
病
院
開
設
準
備
室
へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
薨
三
四
―
四
八
七
二
）
、
Ｅ
メ
ー
ル

（byouinjunbi01@
city.nara.nara.jp

）
も

可
。
応
募
作
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
選
考

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
。

子
育
て
短
期
支
援
事
業

短
期
入
所
生
活
援
助
事
業(

シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
）
…
保
護
者
が
出
産
、
疾
病
な
ど

の
理
由
で
一
時
的
に
家

庭
で
児
童
を
養
育
で
き

な
い
場
合
に
、
児
童
福

祉
施
設
で
７
日
間
を
限

度
と
し
て
24
時
間
児
童

を
預
か
り
ま
す
。

夜
間
養
護
等
事
業
（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス

テ
ィ
）
…
父
子
家
庭
な
ど
が
仕
事
な
ど
で

帰
宅
が
恒
常
的
に
夜
間
に
わ
た
り
、
児
童

の
養
育
に
困
難
を
生
じ
て
い
る
場
合
に
、

児
童
福
祉
施
設
へ
の
通
所
に
よ
り
生
活
指

導
、
夕
食
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。
期

間
は
６
か
月
の
範
囲
内
で
、
一
日
４
時
間

を
限
度
と
し
て
午
後
２
時
〜
10
時
に
利
用

で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
利
用
料
金
は
所
得
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

病
没
家
庭
等
児
童
に
激
励
金
を
支
給

病
気
な
ど
で
父
ま
た
は
母
を
亡
く
し
た

義
務
教
育
修
了
前
の
児
童
の
家
庭
へ
、
激

励
慰
問
に
あ
わ
せ
て
激
励
金
（
３
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
（
事
実
発
生
後
３
か
月
以

内
に
申
請
し
た
場
合
に
限
る
）。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

交
通
災
害
遺
児
等
に
激
励
金
を
支
給

交
通
災
害
や
自
然
災
害
で
父
ま
た
は
母

を
亡
く
し
た
18
歳
未
満
の
児
童
の
保
護
者

へ
、
県
交
通
遺
児
等

援
護
会
か
ら
激
励
慰

問
に
あ
わ
せ
て
激
励

金
（
児
童
一
人
に
つ

き
10
万
円
）
を
支
給

し
ま
す
（
事
実
発
生

後
１
年
以
内
に
申
請
し
た
場
合
に
限
る
）。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

奈
良

マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｅ
メ
ー
ル
　
と
き

…
12
月
３
日
貊
午
後
１
時
〜
５
時
（
コ
ー

ス
番
号
Ｓ
11
）

▼
定
員
…
20
人
　
▼
内

容
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
、
Ｅ
メ
ー
ル
操

作
と
利
用
上
の
注
意
事
項
　
▼
受
講
料
…

２
千
550
円
（
教
材
費
を
含
む
）

名
簿
管
理
と
は
が
き
作
成
　
と
き
…
12

月
６
日
豺
・
７
日
貂
漓
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
（
コ
ー
ス
番
号
Ｐ

41
）
滷
午
後
２
時
〜
５

時（
コ
ー
ス
番
号
Ｐ
42
）

▼
定
員
…
各
20
人
　
▼

内
容
…
は
が
き
作
成
ソ

フ
ト
を
使
っ
た
文
面
作

成
、宛
先
の
名
簿
管
理
、

文
面
や
宛
名
の
印
刷
方
法
　
▼
受
講
料
…

２
千
650
円
（
教
材
費
を
含
む
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
　
と
き
…
12
月

10
日
貊
午
後
１
時
〜
５
時
（
コ
ー
ス
番
号

Ｓ
21
）

▼
定
員
…
20
人
　
▼
内
容
…
各

種
検
索
サ
イ
ト
の
利
用
方
法
と
利
用
上
の

注
意
事
項
　
▼
受
講
料
…
800
円
（
教
材
費

を
含
む
）

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
商
業
簿
記
　
と

き
…
12
月
13
日
豺
〜
15
日
貉
午
後
１
時
〜

５
時
（
コ
ー
ス
番
号
Ａ
31
）

▼
定
員
…

各
20
人
　
▼
内
容
…
商
業
簿
記
の
基
本
、

パ
ソ
コ
ン
会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
経
理

▼
受
講
料
…
３
千
900
円（
教
材
費
を
含
む
）

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
講
習
名
・
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市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎 お知らせ

市
立
奈
良
病
院
運
営

市
民
会
議
委
員
を
募
集

病
没
家
庭
等
児
童
に

激
励
金
を
支
給

子
育
て
短
期
支
援
事
業

交
通
災
害
遺
児
等
に

激
励
金
を
支
給

育児の援助を受けたい依頼会員と、育児の
援助をしたい援助会員が登録し、子育ての相
互援助活動を行います。会員登録を希望する
人は、いずれかを必ず受講してください。

【会　員】
依頼会員…１歳～小学６年生の子どもがい

る人　蜷援助会員…育児の経験があり、心身
ともに健康で自宅で子どもを預かることができる20歳以上の人　蜷両方
会員…依頼・援助会員を兼ねる人
◆説明会（依頼・援助・両方会員希望者が対象）
とき…11月19日貊午後２時～４時、11月20日貍午前10時～正午のいず

れか１回　蜷ところ…西部公民館（学園南三丁目）

◆講習会（援助・両方会員希望者が対象）
とき…11月22日豺・25日貅午前９時半～正午の両日受講。２回　蜷と

ころ…男女共同参画センター「あすなら」（三条本町） 蜷内容…子ども
の健康管理・生活と遊び

【申し込み】同センター（男女共同参画センター「あすなら」内　蕁３４
―３３０５）へ。託児あり（就学前まで。希望者は１週間前までに連絡）。
登録には顔写真（縦３袍×横2.5袍）２枚と印鑑が必要。

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8217
橋
本
町
三
ー
一

蕁
二
七
ー
九
四
〇
〇
　
薨
二
七
ー
九
四
〇
一

地域の子育てネットワークに参加しませんか

ファミリー・サポート・センター
会員説明会・講習会



11
月
15
日
〜
30
日
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
3
期
分
）
の
納
期
で
す
。
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎
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コ
ー
ス
番
号
・
開
催

月
、
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
い
ず
れ
も

11
月
15
日
必
着
で
同

セ
ン
タ
ー
へ
。
１
枚

に
一
人
１
講
習
限
り
。
同
一
内
容
講
習
で

の
複
数
応
募
は
不
可
。
多
い
場
合
は
抽
選

経
営
相
談
　
と
き
…
11
月
10
日
貉
午
後

１
時
〜
４
時
　
▼
内
容
…
中
小
企
業
診
断

士
に
よ
る
経
営
･
経
理
、
開
業
･
転
業
、

法
人
成
り
の
手
続
き
、
融
資
、
事
務
の
電

算
機
処
理
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
導
入
、
人
材
育
成
、

安
全
管
理
な
ど
経
営
関
係
の
無
料
相
談
。

秘
密
厳
守
。

な
ら
工
藝
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

奈
良
工
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
準
備
等
の

た
め
、11
月
５
日
貊
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

奈
良
工
芸
制
作
体
験
教
室

一
刀
彫
　
と
き
…
12
月
１
日
〜
来
年
３

月
16
日
の
水
曜
日
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
。
12
回
　
▼
内
容
…
木
彫
の
制
作
基
礎

技
術ロ

ウ
ケ
ツ
染
　
と
き
…
11
月
30
日
〜
来

年
３
月
15
日
火
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
。

12
回
　
▼
内
容
…
絹
布
染
色
作
品
の
制
作

を
通
し
た
ロ
ウ
ケ
ツ
染
め
の
制
作
基
礎
技

術
木
工
　
と
き
…
12
月
２
日
〜
来
年
３
月

17
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
。
12
回

▼
内
容
…
木
工
芸
の
制
作
基
礎
技
術

奈
良
晒
（
麻
織
物
）

と
き
…
12
月
３

日
〜
来
年
３
月
18
日
の
金
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
。
12
回
　
▼
内
容
…
手
織
り
布
の

制
作
を
通
し
た
麻
織
物
の
制
作
基
礎
技
術

と
ん
ぼ
玉
　
と
き
…
12
月
10
日
〜
来
年

３
月
25
日
金
曜
日
午
後
６
時
〜
９
時
。
12

回
　
▼
内
容
…
ガ
ラ
ス
細
工
の
制
作
基
礎

技
術基

礎
造
形
（
古
楽
面
）

と
き
…
12
月

11
日
〜
来
年
３
月
26
日
土
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
。
12
回
　
▼
内
容
…
神
仏
面
の
制

作
を
通
し
た
面
の
制
作
基
礎
技
術

【
定
員
】
10
人

【
受
講
料
】
２
万
８
千
800
円
。
他
に
材
料

費
は
実
費
が
必
要

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、い
ず
れ
も
11
月
14
日
必
着
で
同
館
へ
。

一
人
１
枚
限
り
。

直
接
来
館
す
る

場
合
も
同
数
の

返
信
用
は
が
き

を
持
参
。
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

は
不
可
。
多
い

場
合
は
抽
選
。

月ヶ瀬村・都祁村からの申し出を受け、昨年から合併協議
会で行ってきた合併協議は、８月20日にその集大成として合
併協定調印式を行いました。
９月27日の定例市議会で、この合併協定に基づき提案され

た奈良市・月ヶ瀬村・都祁村の合併について関連議案が可決
され、奈良市として合併することの最終の判断がされました。
８月30日には都祁村議会、９月15日には月ヶ瀬村議会でそれ
ぞれ同様の議決があり、合併することの判断がされました。
これを受け、10月20日に３市村の首長の連名で奈良県知事へ
合併申請を行いました。
今後は、来年４月１日の合併に向けて、県議会の議決を経

て知事の決定、総務大臣への届出・告示など一連の手続きが
進められます。

【合併関連議案】
◆3市村の廃置分合（合併）の議案
地方自治法の規定により、平成17年４月１日から添上郡月ヶ瀬村

と山辺郡都祁村を廃し、その区域を奈良市に編入することを奈良県
知事に申請する。

◆3市村の廃置分合（合併）に伴う財産処分に関する協議の議案
合併に伴い、「月ヶ瀬村及び都祁村の財産は、すべて奈良市に帰属

させる」ことを３市村において協議して定める。

◆3市村の廃置分合（合併）に伴う議会の議員の定数に関する
協議の議案
合併に伴い、「奈良市の議会の議員の定数は、合併特例法の規定を

適用し、奈良市の議会の議員の残任期間並びに合併後最初に行われ
る一般選挙により選出される議会の議員の任期に相当する期間に限
り、46人とする。この場合において、合併特例法の規定を適用し、
添上郡月ヶ瀬村の区域及び山辺郡都祁村の区域ごとに選挙区を設け
るものとし、当該選挙区において選挙すべき議会の議員の定数は、
各１人とする」ことを３市村において協議して定める。

◆3市村の廃置分合（合併）に伴う農業委員会の委員の任期等
に関する協議の議案
合併に伴い、「月ヶ瀬村及び都祁村の農業委員会の選挙による委員

で奈良市の農業委員会の委員の被選挙権を有することとなるものは、
合併特例法の規定を適用し、６人に限り、奈良市の農業委員会の委
員の残任期間、引き続き奈良市の農業委員会の選挙による委員とし
て在任する」ことを３市村において協議して定める。

【問い合わせ】同協議会事務局（市役所合併対策室内　蕁３４―４９
２７・薨３４―４９２８・http://www.city.nara.nara.jp/gappei/）へ。

33市市村村のの議議会会でで合合併併関関連連議議案案がが
可可決決、、県県知知事事へへ合合併併申申請請

な
ら
工
藝
館

〒
630-

8346
阿
字
万
字
町
一
ー
一
　

蕁
二
七
ー
〇
〇
三
三
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あ
す
な
ら

Ｄ
Ｖ
に
悩
む
男
性
の
た
め
の
一
日
電
話
相
談

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
に
関
す
る
、
男
性
か
ら
の
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
、
専
門
の
相
談

員
が
行
い
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

と
き
…
11
月
20
日
貍
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
電
話
番
号
…

蕁
三
四
―
一
三
七
八（
女
性
問
題
相
談
室
）

パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
中
級
編
）

女
性
の
社
会
進
出
や
再
就
職
等
に
役
立

つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
な
る
よ
う
、
パ
ソ
コ

ン
の
操
作
方
法
や
知
識
を
身
に
つ
け
ま
す
。

123456789101112

時
間
…
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
半
〜
３

時
半
、
夜
間
の
部
＝
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

▼
定
員
…
女
性
各
部
10
人
。
在
学
も
可

▼
参
加
料
…
３
千
円
。
無
料
託
児
（
２
歳
〜

就
学
前
）
あ
り
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が

き
に
午
後
・
夜
間
の
別
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
者
は
幼
児
の
名

前
、
年
齢
を
書
い
て
、
11
月
15
日
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

Ｅ
メ
ー
ル
（asnara99@

m
4.kcn.ne.jp

）
も

可
。
多
い
場
合
は
抽
選

Re
・
Be
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

資
格
取
得
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い

人
や
再
就
職
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象

に
、
譛
21
世
紀
職
業
財
団
と
共
催
で
開
き

ま
す
。

と
き
…
12
月
９
日
貅
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
▼
内
容
…
再
就
職
す
る
と
ど
う
な

る
の
？
「
知
っ
て
得
す

る
保
険
・
税
金
・
年
金

の
話
」、
人
材
派
遣
の

シ
ス
テ
ム
と
現
状
「
企

業
の
求
め
る
人
材
と

は
」、
生
き
生
き
メ
イ

ク
で
好
感
度
ア
ッ
プ
！
「
成
功
す
る
面
接

の
た
め
の
身
だ
し
な
み
」

▼
定
員
…
30

人
。
無
料
託
児
（
２
歳
〜
就
学
前
）
あ
り

▼
申
し
込
み
…
電
話
で
12
月
２
日
ま
で
に

同
財
団
奈
良
事
務
所
（
蕁
三
六
―
六
七
七

七
）
へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
三
六
―
六

七
七
八
）
も
可

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
な
ら

「
な
ら
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参
加

す
る
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表

と
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
女
性
問

題
を
考
え
ま
す
。

と
き
…
11
月
20
日
貍
午
後
零
時
半
〜
４

時
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー

（
東
寺
林
町
）

▼
内
容
…
映
画
「『
橋
の

な
い
川
』
を
な
ぜ
書
い
た
か
　
住
井
す
ゑ

百
歳
人
間
宣
言
」
上
映
、
女
性
団
体
・
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
動
発
表

（
定
員
300
人
）

▼
申
し
込
み
…
不
要
。

当
日
直
接
会
場
へ
。

奈
良
市
美
術
館

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
」
展
示
解
説

11
月
28
日
豸
ま
で
開
催
中
の
同
展
で
、

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ

る
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

と
き
…
11
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27

日
の
土
曜
日
午
後
２
時
　
▼
休
館
日
…
月

曜
日
、
11
月
４
日
・
24
日
　
▼
観
覧
料
…

300
円
。
高
校
生
以
下
、
市
内
在
住
の
70
歳

以
上
と
心
身
障
が
い
者
は
無
料
。

な
ら
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

定
期
演
奏
会

ア
ル
プ
ス
を
越
え
て

指
揮
者
の
今
村
能
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い

ト
ー
ク
を
交
え

た
、
な
ら
チ
ェ

ン
バ
ー
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。と

き
…
11
月

27
日
貍
午
後
３

時
　
▼
と
こ
ろ

…
な
ら
一
〇
〇

年
会
館
中
ホ
ー
ル
（
三
条
宮
前
町
）

▼

曲
目
…
オ
ト
マ
ル
・
シ
ェ
ッ
ク
＝
セ
レ
ナ

ー
デ
作
品
１
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
ホ
ル
ン

協
奏
曲
第
２
番
変
ホ
長
調
K.
417
、
ロ
ッ
シ

ー
ニ
＝
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
よ
り
舞
踏
音

楽
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
＝
交
響
曲
第
４

番
イ
長
調
作
品
90
「
イ
タ
リ
ア
」

▼
出

演
…
今
村
能
（
指
揮
）、
猶
井
正
幸
（
ホ

ル
ン
独
奏
）
ほ
か
　
▼
入
場
料
…
千
円

（
全
席
自
由
）。
奈
良
市
の
老
春
手
帳
、
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料
　
▼

入
場
券
…
11
月
５
日
か
ら
市
役
所
文
化
振

興
課
、
な
ら
一
〇
〇
年
会
館
、
奈
良
市
美

術
館
、
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
、
学
園
前
ホ

ー
ル
、
北
部
会
館
市
民
文
化
ホ
ー
ル
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
開
始
。

く
わ
し
く
は
、市
役
所
文
化
振
興
課
へ
。

デ
ッ
サ
ン
能

観
客
の
前
で
紋
付
き
袴
で
面
を
つ
け
、

短
い
時
間
で
演
じ
る
「
能
」
や
、
演
者
に

よ
る
解
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

と
き
…
12
月
５
日
豸
漓
午
前
10
時
滷
午

後
１
時
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
格
子
の

家
（
元
興
寺
町
）

▼
出
演
…
能
管
「
狂

言
囃
子
」
森
田
流
笛
方
森
田
啓
子
さ
ん
、

デ
ッ
サ
ン
能
「
安
宅
（
あ
た
か
）」
金
剛

流
シ
テ
方
植
田
恭
三
さ
ん
　
▼
定
員
…
各

40
人
　
▼
鑑
賞
料
…
500
円
　
▼
申
し
込
み

…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
漓
滷
の
別
を
書
い
て
、
11
月
20
日
必

着
で
譛
な
ら
ま
ち
振
興
財
団
（
〒
630-

8317

井
上
町
十
一
　
蕁
二
七
―
一
八
二
〇
）へ
。

１
枚
に
一
人
限
り
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

週
末
は
な
ら
ま
ち

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
へ

譛
な
ら
ま
ち
振
興
財
団
と
市
音
楽
協
会

が
開
き
ま
す
。

と
き
…
12
月
11
日
貍
午
後
６
時
半
〜
８

時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー

（
東
寺
林
町
）

▼
内
容
…
市
音
楽
協
会

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
。
独
唱

や
マ
リ
ン
バ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
独

市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎 お知らせ

な
ら
チ
ェ
ン
バ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

週
末
は
な
ら
ま
ち

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
へ

デ
ッ
サ
ン
能

11
月
15
日
〜
30
日
は
国
民
健
康
保
険
料
（
第
6
期
分
）
の
納
期
で
す
。
保
険
料
は
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切
な
財
源
で
す
。

奈
良
市
美
術
館

〒

630-

8012
二
条
大
路
南
一
丁
目
三
ー
一
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
奈
良
店
五
階

蕁
三
〇
ー
一
五
一
〇

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
な
ら
」

〒
630-

8122
三
条
本
町
八
ー
一
　

蕁
三
四
ー
一
五
二
五
　
薨
三
三
ー
六
九
三
八

と
き

11/22
豺

テ
ー
マ

エ
ク
セ
ル
で
購
入
一
覧
表
を
作
っ
て
み
よ
う

11/25
貅

エ
ク
セ
ル
で
住
所
録
を
作
っ
て
み
よ
う

11/29
豺

エ
ク
セ
ル
の
関
数
を
使
っ
て
み
よ
う

12/２
貅

ワ
ー
ド
で
罫
線
を
使
っ
た
文
書
を
作
っ
て

み
よ
う

12/６
豺

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
で
差
込
印
刷
を
使
っ

て
み
よ
う

＊
12
月
９
日
貅
開
催
の
Re
・
Be
セ
ミ
ナ
ー
に
も

参
加



奈良しみんだより
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15

奏
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど

▼
定
員
…
小
学
生
以
上
300

人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復

は
が
き
に
住
所
、
全
員
の

氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
11
月
30
日
必
着
で
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ

ー
（
〒
630-
8362
東
寺
林
町
三
八
　
蕁
二
七

―
一
一
五
一
）
へ
。
１
枚
に
二
人
ま
で
可
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

な
ら
ま
ち
格
子
の
家

町
家
再
生
パ
ネ
ル
展

な
ら
ま
ち
を
は
じ
め
県
内
各
地
に
残
る

古
い
民
家
・
町
家
の
改
修
や
再
活
用
の
事

例
を
紹
介
し
、
伝
統
的
な
建
築
文
化
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
譛
な
ら
ま
ち
振
興
財

団
と
譖
奈
良
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
開

き
ま
す
。

と
き
…
11
月
17
日
貉
〜
23
日
豢
。
月
曜

日
は
休
館
。

音
声
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト
「
秋
〜
音

風
景
」

と
き
…
11
月
14
日
豸
午
後
２
時

▼
出
演
…
荒
井
敦
子
同
館
館
長
と
同
館
ス

タ
ッ
フ
　
▼
曲
目
…
小
さ
な
木
の
実
、
も

み
じ
、
七
つ
の
子
な
ど
。
終
了
後
、
同
館

お
茶
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
薄
茶
体
験
コ
ー
ナ

ー
あ
り
（
成
人
100
円
、
抽
選
で
10
人
に
創

作
和
菓
子
を
用
意
）

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
小
劇
場
　
と
き
…
11
月

23
日
豢
午
前
11
時
半
、
午
後
２
時
　
▼
内

容
…
奈
良
の
民
話
の
大
紙
芝
居
「
二
月
堂

良
弁
杉
」「
鰯
の
頭
も
信
心
か
ら
」
他

▼
出
演
…
劇
団
「
良
弁
杉
」

▼
入
場
料

…
一
般
200
円
、
小
学
生
100
円
、
幼
児
無
料

11
月
の
同
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
期
間
・
内

容
…
３
日
豢
〜
19
日
貊
・
田
口
正
明
と
板

橋
知
義
「
書
と
水
墨
画
展
」、
21
日
豸
〜

12
月
３
日
貊
・
井
上
由
美
「
油
絵
展
」。

館
内
清
掃
・
舞
台
点
検
の
た
め
、
11
月
30

日
貂
は
臨
時
休
館

良
弁
僧
正
開
山
忌
記
念
公
演
・
創
作
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
二
月
堂
良
弁
杉
」

と
き

…
12
月
12
日
豸
午
前
11
時
、
午
後
２
時
半

▼
出
演
…
劇
団
「
良
弁
杉
」

▼
定
員
…

各
90
人
。
満
５
歳
未
満
は
入
場
不
可
　
▼

入
場
料
…
座
布
団
席
・
椅
子
席
前
売
千

円
、
当
日
千
200
円
。
椅
子
席
は
65
歳
以
上

と
障
が
い
者
の
み
（
開
演
１
時
間
前
か
ら

席
を
指
定
）

▼
入
場
券
…
11
月
１
日
午

前
９
時
か
ら
同
館
、市
役
所
文
化
振
興
課
、

学
園
前
ホ
ー
ル
で
発
売
開
始

良
弁
僧
正
開
山
忌
奉
納
公
演
・
大
紙
芝

居
「
二
月
堂
良
弁
杉
」

と
き
…
12
月
16

日
貅
漓
午
前
11
時
〜
11
時
半
滷
午
後
２
時

〜
２
時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
東
大
寺
二
月
堂

参
籠
所
　
▼
出
演
…
劇
団
「
良
弁
杉
」

▼
定
員
…
各
70
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復

は
が
き
に
催
し
名
、
漓
滷
の
別
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11

月
24
日
必
着
で
同
館
へ
。
１
枚
に
二
人
ま

で
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

な
ら
奈
良
館

世
界
遺
産
講
座

「
現
代
に
生
き
る
奈
良
の
文
化
資
産
」

を
テ
ー
マ
に
、
文
化
財
行
政
に
携
わ
る
市

職
員
が
講
演
し
ま
す
。

講
座
漓

と
き
…
12
月
５
日
豸
午
後
１

時
半
〜
３
時
　
▼
演
題
…
世
界
遺
産
保
護

の
し
く
み
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
19
日

講
座
滷

と
き
…
12
月
12
日
豸
午
後
１

時
半
〜
３
時
　
▼
演
題
…
生
き
続
け
る
文

化
資
産
〜
「
お
ん
祭
」
と
春
日
大
社
　
▼

締
め
切
り
…
11
月
26
日

【
定
員
】
各
100
人

【
参
加
料
】
同
館
の
入
館
料
と
し
て
一
般

240
円
（
団
体
料
金
扱
い
）

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
講
座
名
・

漓
滷
の
別
、
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い

て
、
各
締
め
切
り
日

必
着
で
同
館
へ
。
１

枚
に
１
講
座
二
人
限

り
。
多
い
場
合
は
抽

選
。
来
場
は
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎

漓おん祭への招待
とき…12月４日貍午後１時　蜷ところ…春日大

社景雲殿　蜷内容…県平城遷都1300年記念推進室
の鹿谷勲さんによる講演「春日若宮おん祭の神事
と芸能」 蜷定員…100人　蜷締め切り…11月30日

滷子ども大名行列の参加者募集
とき…12月17日貊。練習あり　蜷定員…小学４

年生以上で身長130センチ以上の男女60人　蜷参
加料…4,000円　蜷締め切り…11月10日

澆お渡り式の参加募集
とき…12月17日貊 蜷定員…18歳以上の健康な人

30人　蜷参加料…3,000円　蜷締め切り…11月26日

潺お稚児さん募集
とき…12月17日貊正午～午後２時半頃　蜷対象

…３歳～小学３年生　蜷参加料…5,000円　蜷締
め切り…12月３日

【申し込み】漓は往復はがき、滷澆は官製はがき
に住所、氏名、年齢、電話番号、参加人数を書い
て、潺は市観光センター備え付けの用紙に必要事
項を書いて、参加料を添えて各締め切り日までに
同センター（〒630-8228上三条町２３―４　蕁２
２―３９００）へ。多い場合は抽選。

な
ら
ま
ち
格
子
の
家

〒
630-

8332
元
興
寺
町
四
四

蕁
二
三
ー
四
八
二
〇

音
声
館

〒
630-

8335
鳴
川
町
三
二
ー
一

蕁
二
七
ー
七
七
〇
〇
　
薨
二
七
ー
七
七
三
二

な
ら
奈
良
館

〒
630--

8215
東
向
中
町
二
八
近
鉄
奈
良
駅
ビ
ル
四
・
五
階

蕁
二
二
ー
七
〇
七
〇

おん祭に参加しませんか



鑑
真
和
上
渡
日
展

鑑
真
和
上
の
平
城
京
入
京
千
二
百
五
十

周
年
を
記
念
し
、
中
国
揚
州
市
と
共
催
で

開
き
ま
す
。
揚
州
市
で
制
作
さ
れ
た
、
鑑

真
和
上
に
関
す
る
写
真
や
図
な
ど
40
点
を

展
示
し
ま
す
。

と
き
…
11
月
17
日
貉
午
後
１
時
〜
21
日

豸
午
後
４
時
。
期
間
中
の
展
示
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
　
▼
と
こ
ろ
…
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
杉
ヶ
町
）

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
国
際
交
流
室

（
蕁
三
四
―
一
九
六
五
）
へ
。

人
権
教
育
地
区
別
研
修
会

く
ら
し
の
な
か
に
人
権
を

12345678910111213

研
修
方
法
…
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し

合
い
学
習
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当
日

直
接
会
場
へ
　
▼
共
催
…
市
人
権
教
育
推

進
協
議
会

く
わ
し
く
は
、市
役
所
社
会
教
育
課
へ
。

人
権
草
の
根
講
演
会

中
部
Ⅰ（
椿
井
・
飛
鳥
・
済
美
・
大
宮
）

と
き
…
11
月
19
日
貊
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
　
▼
講
師
・
演

題
…
ナ
ラ
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
＆
フ
レ
ン
ド
代

表
の
ア
ダ
ル
シ
ュ
・

シ
ャ
ル
マ
さ
ん
「
地

域
に
お
け
る
国
際

化
」
人
と
人
と
の
つ

な
が
り

中
部
Ⅱ
（
鼓
阪
・
鼓
阪
北
・
佐
保
・
佐

保
川
）

と
き
…
11
月
30
日
貂
午
後
７
時

〜
９
時
　
▼
と
こ
ろ
…
若
草
公
民
館
　
▼

講
師
・
演
題
…
架
け
橋
　
長
島
・
奈
良
を

結
ぶ
会
事
務
局
長
の
鈴
木
京
子
さ
ん
「
ハ

ン
セ
ン
病
を
患
っ
た
方
の
こ
と
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
」

中
部
Ⅲ
（
都
跡
・
六
条
・
伏
見
南
・
大

安
寺
西
）

と
き
…
12
月
３
日
貊
午
後
６

時
半
〜
８
時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
都
跡
公
民

館
　
▼
講
師
・
演
題
…
県
重
症
心
身
障
害

児
（
者
）
を
守
る
会
会
長
の
品
川
清
美
さ

ん
「
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
な
く

守
る
」
を
め
ざ
し
て

【
申
し
込
み
】
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ

く
わ
し
く
は
、市
役
所
社
会
教
育
課
へ
。

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー「
母
と
子
の
家
」

母
子
家
庭
親
子
・
寡
婦
「
ち
ぎ
り
絵
講

習
会
」

と
き
…
12
月
12
日
豸
午
後
１
時

〜
３
時
　
▼
定
員
…
母
子
家
庭
の
母
と
子

（
５
歳
〜
高
校
生
）
・
寡
婦
30
人
。
小
学

生
以
下
は
要
保
護
者
同

伴
、
中
学
生
以
上
は
一

人
も
可
　
▼
材
料
費
…

大
人
500
円
、
子
ど
も
300

円
　
▼
持
ち
物
…
ハ
サ

ミ
、
の
り
、
手
拭
き
、

袋
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
講
習

名
、
住
所
、
親
子
寡
婦
の
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
11
月
30
日
必
着
で

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

西
老
春
の
家

ぶ
ら
り
秋
の
奈
良
公
園
界
隈
探
訪
　
と

き
…
11
月
30
日
貂
午
前
10
時
近
鉄
奈
良
駅

集
合
、
午
後
２
時
解
散
。
小
雨
決
行
　
▼

内
容
…
興
福
寺
南
大
門
跡
な
ど
隠
れ
た
史

跡
等
を
探
訪
（
約
４
袰
）

▼
講
師
…
市

社
会
教
育
指
導
員
　
▼
定
員
…
60
歳
以
上

30
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
11
月
15
日
必
着
で
同
所

へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
　
▼
そ
の
他
…
雨

天
の
程
度
に
よ
り
、
西
老
春
の
家
で
探
訪

コ
ー
ス
の
講
話
に
変
更

年
忘
れ
歌
謡
シ
ョ
ー
　
と
き
…
12
月
５

日
豸
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
　
▼
出
演
…

嶋
崎
健
司
と
楽
団
ス
イ
ン
グ
パ
ー
ル
　
▼

対
象
…
60
歳
以
上
と
家
族
　
▼
申
し
込
み

…
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

東
老
春
の
家

演
劇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
演
　
と
き
…
11

月
14
日
豸
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
　
▼
内

容
…
伏
見
中
学
演
劇
部
と
演
劇
サ
ー
ク
ル

「
集
」
に
よ
る
演
劇
公
演

生
き
が
い
講
座
「
琴
＆
尺
八
コ
ン
サ
ー

ト
〜
日
本
の
心
を
あ
な
た
に
」

と
き
…

11
月
21
日
豸
午
後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
出

演
…
演
奏
グ
ル
ー
プ
「
こ
と
し
き
の
会
」

▼
内
容
…
琴
と
尺
八
に
よ
る
「
春
の
海
」

「
六
段
の
調
」
や
秋
の
曲
メ
ロ
デ
ィ
ー
、

わ
ら
べ
歌
な
ど
演
奏
　
▼
対
象
…
60
歳
以

上
と
家
族
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当
日

直
接
会
場
へ

年
忘
れ
か
く
し
芸
大
会
出
演
者
募
集

楽
器
演
奏
、
手
品
、
舞
踊
、
民
謡
、
詩

吟
、
民
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は

問
い
ま
せ
ん
。
お
も
し

ろ
く
楽
し
い
芸
を
歓
迎

し
ま
す
。

と
き
…
12
月
５
日
豸

午
前
９
時
半
〜
午
後
３

時
　
▼
定
員
…
60
歳
以

上
60
組
。
１
組
１
回
、

持
ち
時
間
３
分
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は

が
き
に
種
目
、
演
題
、
出
演
人
数
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
11
月
17
日
必
着
で
同

所
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
当
日
の
飛
び

入
り
出
演
は
不
可

〈
初
心
者
向
け
教
室
〉

絵
手
紙
教
室
　
と
き
…
11
月
30
日
・
12

月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

版
画
教
室
　
と
き
…
11
月
30
日
・
12
月

〜
来
年
３
月
の
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
午

後
１
時
〜
３
時

【
定
員
】
60
歳
以
上
25
人

【
費
用
】
教
材
費
が
必
要

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
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西
老
春
の
家

〒
631-

0024
百
楽
園
一
丁
目
九
ー
一
三

蕁
四
一
ー
三
一
五
一

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8325
西
木
辻
町
一
五
九
ー
二
四

蕁
六
一
ー
二
五
五
二

東
老
春
の
家

〒
630-

8113
法
蓮
町
一
七
〇
二
ー
一

蕁
二
四
ー
三
一
五
一

鑑
真
和
上
渡
日
展

人
権
草
の
根
講
演
会

人
権
教
育
地
区
別
研
修
会

地
区
名
（
時
間
）
と
こ
ろ

と
き

二
名
（
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
）

二
名
公
民
館
西
登
美
ヶ
丘
分
館

11/11
貅

平
城
（
午
後
２
時
〜
４
時
）

平
城
公
民
館

11/18
貅

伏
見
（
午
後
２
時
〜
４
時
）

伏
見
公
民
館

11/25
貅

済
美
（
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
）

春
日
公
民
館

11/26
貊

富
雄
（
午
後
７
時
〜
９
時
）

富
雄
公
民
館
元
町
分
館

12/１
貉

鳥
見
（
午
後
１
時
〜
３
時
）

富
雄
公
民
館

12/10
貊



住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11
月
12
日
必

着
で
同
所
へ
。
一
人
１
教
室
限
り
。
多
い

場
合
は
抽
選
（
初
心
者
優
先
）。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

障
が
い
者
・
児
作
品
展

市
内
在
住
の
障
が
い
児
・
者
の
、
日
頃

の
制
作
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

と
き
…
11
月
21
日
豸
〜
28
日
豸
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
半
。
22
日
・
24
日
は
休
館

▼
展
示
部
門
…
写
真
、
絵
画
、
書
道
、
工

芸
、
手
芸

ダ
ン
ス
・
パ
ラ
ダ
イ
ス

一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
ン

ポ
ッ
プ
ス
を
バ
ン

ド
演
奏
し
ま
す
。

ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。

と
き
…
12
月
４

日
貍
午
後
６
時
〜
８
時
　
▼
定
員
…
今
年

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
の
障
が
い
者
と

健
常
者
150
人
（
介
護
者
含
む
）

▼
申
し

込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
用
紙
か

往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
・
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
、
障
が
い
の
有
無
（
有

り
の
場
合
は
種
別
・
等
級
）
を
書
い
て
、

11
月
25
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
参
加

者
に
整
理
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
発
行

▼
そ
の
他
…
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
み
ど
り

号
（
東
・
西
）
を
午
後
８
時
20
分
に
臨
時

運
行障

が
い
者
職
業
相
談
　
と
き
…
12
月
10

日
貊
午
後
１
時
半
　
▼
相
談
員
…
奈
良
公

共
職
業
安
定
所
専
門

相
談
員
　
▼
申
し
込

み
…
同
セ
ン
タ
ー
体

育
館
備
え
付
け
の
用

紙
か
は
が
き
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
に
相
談

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
障
が
い

の
種
別
・
等
級
、
生
年
月
日
を
書
い
て
、

11
月
30
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
体
育
館

へ
。
視
覚
障
が
い
者
の
み
電
話
受
付
可
。

多
い
場
合
は
調
整
。

済
美
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館

京
終
文
化
祭
　
と
き
…
11
月
20
日
貍
・

21
日
豸
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
▼
内
容

…
絵
画
彫
刻
・
手
芸
作
品
の
展
示
会
、
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
販
売
。

中
央
図
書
館

成
人
文
学
講
演
会
　
と
き
…
12
月
４
日

貍
午
後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
…
な

ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
（
東
寺
林
町
）

▼
定

員
…
成
人
100
人
　
▼
講
師
・
テ
ー
マ
…
奈

良
学
研
究
家
の
青
山
茂
さ
ん
・
「
古
代
の

道
に
つ
い
て
」
上
ツ
道
　
▼
申
し
込
み
…

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
11
月
15
日
必
着
で
同
館
へ
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎
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総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
ー
一

蕁
七
一
ー
〇
七
七
〇
　
薨
七
一
ー
〇
七
七
三

お互いの人権を守り、心が豊かであたたかい気持ちい
っぱいになってもらおうと開きます。
とき…12月11日貍午後１時～３時半　蜷ところ…学園

前ホール（学園南三丁目） 蜷内容…映画上映、反戦・
平和を考えるパネル展示　蜷申し込み…往復はがきに催
し名、全員の住所、氏名、電話番号、託児（乳幼児）希
望者は子どもの氏名、年齢を書いて、11月30日必着で市
人権啓発センター（〒630-8106佐保台西町１１４―３
蕁７２―１５１０）へ。多い場合は抽選。字幕、手話あ
り。来場は公共交通機関を利用してください。

とき…11月27日貍午後６時～７時半　蜷ところ…
北部会館市民文化ホール（右京一丁目） 蜷演者…
金剛流シテ方の植田恭三さん　蜷演目…高砂　蜷定
員…210人　蜷申し込み…往復はがきに催し名、全
員の住所、氏名、電話番号、託児（乳幼児）希望者
は子どもの氏名・年齢を書いて、11月15日必着で同
実行委員会（〒630-8106佐保台西町１１４―３市人
権啓発センター内　蕁７２―０２２０）へ。多い場
合は抽選。手話通訳あり。

【映画「アイ・ラヴ・ピース」】
義肢装具士をめざすろう者のいず

みは、アフガニスタンを訪れたある
日、地雷で足を失った少女・パリザ
ットと出会う。心に大きな傷を負い、
義足を与えられても自分自身の足で
歩み始めることができないパリザッ
ト。パリザットの義足を使った自立
自活に向け、言葉も生活習慣も違う
二人が様々な壁を乗り越えながら進
む姿を描いた作品。監督：大澤豊、
主演：忍足亜希子。

済
美
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館

〒
630-

8141
南
京
終
町
二
〇
一
ー
一
二

蕁
二
四
ー
五
八
九
九

中
央
図
書
館

〒
630-

8362
東
寺
林
町
三
八

蕁
二
六
ー
六
一
〇
一

ハートフルシアター
映画「アイ・ラヴ・ピース」上映

民
衆
の
文
化
を

人
権
の
視
点
で
と
ら
え
た
イ
ベ
ン
ト

文
化
の
夕
べ

「
伝
統
芸
能
　
能
の
再
認
識
」

デ
ッ
サ
ン
能
と
講
演



市
立
幼
稚
園
こ
ど
も
作
品
展

と
き
…
12
月
１
日
貉
午
後
１
時
〜
３
日

貊
午
後
４
時
。
期
間
中
の
展
示
時
間
は
午

前
９
時
半
〜
午
後

４
時
半
　
▼
と
こ

ろ
…
中
央
公
民
館

（
上
三
条
町
）

▼
内
容
…
市
立
幼

稚
園
の
幼
児
の
生

活
か
ら
生
ま
れ
た

絵
や
製
作
物
な
ど
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
佐

保
幼
稚
園
（
蕁
二
二
―
七
〇
七
八
）
へ
。

東
之
阪
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

児
童
館
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
13
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
東
之
阪
児
童
館
（
川

上
町
）

▼
内
容
…
児
童
館
活
動
に
参
加

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
発
表
、
人
形
劇

団
サ
ー
ク
ル
ほ
び
っ
と
の
人
形
劇
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
館
（
蕁
二
七
―
八
二

六
三
）
へ
。

青
空
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
…
11
月
23
日
豢
正
午
〜
午
後
１
時

半
　
▼
と
こ
ろ
…
青
年
の
家
交
楽
館
（
法

蓮
町
）

▼
内
容
…
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
コ

ー
ラ
ス
。
曲
名
は
花
、
涙
そ
う
そ
う
な
ど

▼
出
演
…
交
楽
館
女
声
合
唱
団
ア
ン
ダ
ン

テ
、
Ｙ
・
Ｓ
・
Ｋ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
館
（
蕁

二
三
―
四
二
二
一
）
へ
。

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

親
子
・
も
ち
つ
き
と
正
月
飾
り
作
り

と
き
…
12
月
19
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
　
▼
内
容
…
正

月
用
の
し
め
縄
や
門

松
の
制
作
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
餅
つ
き

▼
定
員
…
小
学
生
を

含
む
家
族
約
80
人

▼
参
加
料
…
３
歳
以

上
一
人
500
円
　
▼
申

し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
全
員
の

氏
名
・
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11

月
30
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場

合
は
抽
選
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

〈
一
般
開
放
〉

鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
（
法
蓮
町
）

と

き
…
11
月
14
日
豸
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
　
▼
種
目
…
陸
上
競
技

（
投
て
き
は
無
し
）

中
央
体
育
館
（
法
蓮
町
）

と
き
…
11

月
20
日
貍
午
前
９
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
４

時
。
受
付
は
午
前
９
時

〜
10
時
・
午
後
１
時
〜

２
時
に
直
接
会
場
へ

▼
種
目
…
卓
球
（
用
具

の
あ
る
人
は
持
参
）

【
そ
の
他
】
競
技
場
で
は
運
動
靴
を
、
体

育
館
で
は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
必
ず
使
用

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月
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人
権
・
同
和
問
題
の
解
消
と
人
権
の
確
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー

マ
を
決
め
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
開
催
期
間
中
は
、
各
セ
ン
タ
ー
と
も
パ
ネ
ル
・
作
品
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程

メ
ー
ン
テ
ー
マ

主

な

内

容

創
り
だ
そ
う
　
未
来
に
む
か
っ
て

―
ふ
か
め
よ
う

交
流
の
輪
―

3
日
…
健
康
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
、
活
動
発
表

蕁
二
七
―
三
〇
一
九

佐保

11/３豢
・４貅

育
も
う
　
人
権
文
化
　
か
お
る
ま
ち

6
日
…
模
擬
店
、
ふ
る
ま
い
、
中
学
校
人
権
劇

7
日
…
模
擬
店
、
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー

蕁
二
三
―
四
三
五
六

みかさ

11/６貍
・７豸

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

―
広
げ
よ
う
ふ
れ
あ
い
の
輪
―

5
日
…
模
擬
店
、
青
空
市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

6
日
…
模
擬
店
、
大
道
芸
、
子
ど
も
み
こ
し
、
学
習
発
表

蕁
六
一
―
二
〇
〇
九

大安寺

11/５貊
・６貍

地
域
交
流
を
通
し
て
、
人
権
と
福
祉
の
輪
を
広
げ
よ
う

―
も
の
づ
く
り
か
ら
ひ
と
づ
く
り
へ

そ
し
て
…
ま
ち
づ
く
り
へ
！
―

7
日
…
バ
ン
ド
演
奏
、
幸
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
、
模
擬
店
、

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
会
場

8
日
…
ふ
る
ま
い
（
ぜ
ん
ざ
い
）

蕁
六
一
―
二
〇
二
九

杏

11/７豸
～９貂

人
権
・
福
祉
・
共
生

―
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
共
に
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
―

14
日
…
朝
市
、
バ
ン
ド
演
奏
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
人
形
劇

15
日
…
模
擬
店
、
ふ
る
ま
い
（
ぜ
ん
ざ
い
）、
学
習
発
表

蕁
六
一
―
二
〇
一
六

辰市

11/14豸
・15豺

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

―
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

仲
間
の
輪
を
広
げ
よ
う
―

20
日
…
み
こ
し
、
ふ
る
ま
い
、
健
康
＆
体
力
チ
ェ
ッ
ク
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会

21
日
…
模
擬
店
、
作
っ
て
遊
ぼ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

蕁
六
一
―
一
〇
四
〇

横井

11/19貊
～21豸

守
ろ
う
人
権
・
咲
か
そ
う
文
化
、

地
域
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

―
輝
く
明
日
へ
、
地
域
か
ら
の
発
信
―

（
13
日
の
み
会
場
は
東
之
阪
児
童
館
）

13
日
…
バ
ン
ド
演
奏
、
人
形
劇
、
お
食
事
コ
ー
ナ
ー
、
あ
そ

び
コ
ー
ナ
ー
（
ゲ
ー
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
等
）

14
日
…
活
動
発
表
、
文
化
・
福
祉
交
流
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト

蕁
二
二
―
七
七
七
六

鼓阪

11/13貍
～15豺

共
に
生
き
る
社
会
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を

み
ん
な
で
進
め
よ
う

12
日
…
人
形
劇
、
陶
芸
教
室
（
・
13
日
）、
人
権
・
平
和
講
演

13
日
…
福
祉
市
、
ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
、
ふ
る
ま
い
、
地

蔵
め
ぐ
り
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

14
日
…
模
擬
店
、
映
画
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ニ
モ
」
上
映
、
将
棋
教
室

蕁
六
一
―
二
二
三
六

古市

11/12貊～14豸

人
権
・
同
和
問
題
の
解
消
に
向
け
て

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
で
人
権
フ
ェ
ス
タ
・
文
化
祭

共
に
考
え
支
え
あ
う
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

―
ハ
ン
セ
ン
病
を
人
権
の
視
点
で
―

13
日
…
ふ
る
ま
い
・
模
擬
店
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、
飛
鳥
中
吹
奏
楽
部
演
奏
、

子
育
て
講
座
（
Ｎ
Ｐ
О
法
人
夢
街
道
・
国
際
交
流
子
ど
も
館
理
事
長
の

比
嘉
昇
さ
ん
に
よ
る
講
演
）、
小
・
中
学
生
（
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
発
表
会

14
日
…
子
ど
も
祭
り
・
模
擬
店
、
紙
芝
居
、
人
権
啓
発
映
画

会
（
ラ
ブ
レ
タ
ー
）

蕁
二
三
―
三
四
四
八

あすか

11/13貍・14豸

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

市
立
幼
稚
園
こ
ど
も
作
品
展

東
之
阪

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

〒
630-

1241
阪
原
町
二
五
ー
一

蕁
九
三
ー
〇
〇
二
九

青
空
コ
ン
サ
ー
ト



の
こ
と
。
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
使
用

は
不
可

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
体
育
館
（
蕁
二
四

―
一
五
〇
一
）
へ
。

小
・
中
学
生
を
対
象
に

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

と
き
…
来
年
１
月
３
日
豺
〜
６
日
貅

▼
と
こ
ろ
…
ハ
チ
伏
ス
キ
ー
場
　
▼
定
員

…
小
学
３
年
〜
中
学
生
60
人
　
▼
参
加
料

…
４
万
２
千
円
。
貸

ス
キ
ー
、
リ
フ
ト
代

は
別
途
必
要
　
▼
申

し
込
み
…
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
学
校
名
、

学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
保
護
者
名

（
捺
印
）
を
書
い
て
、
11
月
26
日
必
着
で

市
ス
キ
ー
協
会
の
榧
木
俊
哲
さ
ん
（
〒

630-

8014
四
条
大
路
三
丁
目
四
―
二
六
―
一
）

へ
。
兄
弟
、
姉
妹
、
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加

は
１
枚
の
は
が
き
に
連
名
で
。
多
い
場
合

は
抽
選
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
協
会
の
中

谷
さ
ん
（
蕁
〇
七
四
三
―
五
六
―
四
八
四

五
）
へ
。
受
講
者
に
は
後
日
説
明
会
あ
り
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
（
高
校
生
）
も
募
集
。

平
城
京
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

市
陸
上
競
技
協
会
と
市
民
走
ろ
う
会
が

開
き
ま
す
。

と
き
…
来
年
１
月
９
日
豸
午
前
10
時
ス

タ
ー
ト
。
雨
天
決
行
　
▼
集
合
場
所
…
平

城
宮
跡
資
料
館
南
側
　
▼
対
象
…
小
学
生

以
上
　
▼
参
加
料
…
小
学
生
500
円
、
中
学

生
以
上
千
500
円
　
▼
種
目
…
2.5
袰
（
小
学

生
）、
５
袰
・
10
袰
（
男
子
39
歳
以
下
・

40
歳
〜
59
歳
・
60
歳
以
上
、
女
子
39
歳
以

下
・
40
歳
以
上
）

▼
申
し
込
み
…
市
役

所
体
育
課
な
ど
に
備

え
付
け
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い

て
、
参
加
料
を
添
え

て
郵
便
振
替
で
12
月
９
日
ま
で
に
　
▼
問

い
合
わ
せ
…
市
陸
上
競
技
協
会
の
源
さ
ん

（
蕁
四
三
―
四
七
五
三
）
へ
。

市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
教
育
委
員
会
と
市
体
育
指
導
員
協
議

会
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
13
日
貍
午
後
１
時
　
▼
と

こ
ろ
…
中
央
体
育
館
（
法
蓮
町
）

▼
種

目
…
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
（
赤
い
羽
根
の
つ
い

た
ボ
ー
ル
を
手
で
打
ち
合
い
ま
す
）

▼

対
象
…
小
学
４
年
生
以
上
（
４
年
生
未
満

は
要
保
護
者
同
伴
）。
在
勤
・
在
学
も
可

▼
持
ち
物
…
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
　
▼
申
し

込
み
…
は
が
き
に
住
所
、
全
員
の
氏
名
・

年
齢
・
性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11

月
10
日
必
着
で
市
役
所
体
育
課
へ
。

市
体
育
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
確
立
と
市
民
に
支
え

ら
れ
る
組
織
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
市
体
育

協
会
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
26
日
貊
午
後
４
時
〜
５
時

半
　
▼
と
こ
ろ
…
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

（
法
華
寺
町
）
▼
講
師
…
名
古
屋
大
学
大

学
院
環
境
学
研
究
科
助
教
授
の
黒
田
由
彦

さ
んく

わ
し
く
は
、
市
役
所
体
育
課
（
蕁
三

四
―
五
三
七
六
）
へ
。

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が
開
き
ま
す
。

12345678910111213141516171819202122【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
・

コ
ー
ス
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
名
を
書
い
て
、

11
月
16
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い

場
合
は
抽
選
。
受

講
時
に
健
康
診
断

書
が
必
要
。
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小
・
中
学
生
を
対
象
に

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

平
城
京

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
体
育
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
研
修
会

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0052
中
町
四
八
六
○

蕁
五
二
ー
〇
一
〇
〇

教室名（回数） とき（丸数字はコース番号） 定員（受講料）

来年１/17～３/28の原則として
毎週月曜日
漓午前11時～正午滷午後１時～２時

来年１/18～３/29の原則として
毎週火曜日
澆午前11時～正午潺午後１時～２時

来年１/７～３/18の原則として
毎週金曜日
潸午前11時～正午

成人女性各10人（5,500円）
＊ダンベルとチューブを
使った簡単な体操
（用具は用意します）

腰痛、肩凝り等を改善したい
成人各15人（3,500円）

来年１/７～３/18の原則として毎週金曜日
漓午後１時半～２時半
滷午後２時45分～３時45分

成人女性
ダンベルチューブ
体操教室（10回）

ソフトストレッチ
ング教室（10回）

フンの後始末は、飼い主として当然のことです。
しかし、残念ながら当然のことができない一部

の飼い主のマナー違反で、近隣住民はもちろん、
きちんとマナーを守っている愛犬家までもが大変
不愉快な思いをしています。
考えてみてください、自分の家の前にフンが毎

日放置されていたら…。フンはきちんと後始末し、
マナーを守って住み良い街づくりをしましょう。
※犬・猫の不妊去勢手術補助金の申し込みを
受付しています

【問い合わせ】市保健所生活衛生課（蕁２３―６
１７２）へ。

犬を放していませんか？
フンを放置していませんか？

散歩時に
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11
月
3
日
「
文
化
の
日
」
・
23
日
「
勤
労
感
謝
の
日
」
も
、
ご
み
・
再
生
資
源
の
収
集
業
務
は
通
常
通
り
行
い
ま
す
。

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月
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●みのりの秋ふれあい感謝祭
とき…12月４日貍午前10時～午後３

時　蜷ところ…県農業協同組合奈良市
柏木支店　蜷内容…新米・米パン無料
配布（先着200人）、かやくご飯無料サ
ービス、お茶・しいたけ・花卉など特
産物の即売など　蜷問い合わせ…同組
合（蕁３４―３０３３）へ。
●土地有効利用､土地建物売買などの
無料相談会
とき…11月14日豸午前10時～午後３

時　蜷ところ…西部公民館（学園南三
丁目） 蜷内容…土地有効利用、土地
建物売買、不動産税務など　蜷問い合
わせ…ＮＰＯ法人県不動産コンサルテ
ィング協会（蕁３４―８４３２）へ。
●ＮＨＫ奈良児童合唱団員募集
対象…ＮＨＫ奈良放送局に１時間以

内で通える小・中学生　蜷練習…毎土
曜日午後２時～５時に同局で　蜷問い
合わせ…同団の山中さん（蕁０７７４
―７２―４９２５）へ。
●つるし柿作りと落ち葉で焼きいも
とき…11月28日豸午前10時～午後３

時　蜷ところ…黒髪山キャンプフィー
ルド（奈良阪町） 蜷定員…40人　蜷
参加料…2,000円　蜷締め切り…11月
15日　蜷問い合わせ…同所運営協議会
（蕁２６―４７７７・水曜と日曜を除
く午後１時～５時）へ。
●平城児童センター事業
わくわく曽爾・赤目探検　とき…11

月27日貍・28日豸１泊２日　蜷ところ
…国立曽爾少年自然の家（曽爾村）
蜷内容…赤目四十八滝ハイキング、星

空観察など　蜷定員…小学３年～中学
生40人　蜷参加料…10,000円　蜷締め
切り…11月12日必着
さわやかキャンプ　とき…12月４日

貍・５日豸１泊２日　蜷ところ…平城
野外活動研修センター（歌姫町） 蜷
定員…小学生50人　蜷参加料…3,500
円　蜷締め切り…11月17日必着
【問い合わせ】同センター（蕁３４―２７
１６・http://www.d1.dion.ne.jp/̃heijyoh/）へ。
●スキー＆スノーボードスクール
とき…12月28日貂～31日貊３泊４日

蜷ところ…戸狩スキー場（長野県） 蜷
定員…小学３年～高校生40人　蜷費用…
38,500円。貸スキーやリフト代等は自己負
担　蜷締め切り…12月８日　蜷問い合わ
せ…ユースホステル協会奈良市支部（蕁
２２―０００４・平日午後１～５時）へ。
●みんなで遊べる「あそびの城」
とき…11月27日貍午後１時半～３時半

蜷ところ…グリーンホール（中登美ヶ丘
三丁目） 蜷内容…紙ひこうき、ふえな
どの手作り　蜷問い合わせ…県レクリエ
ーション協会（蕁３３―１０４５）へ。
●県精神保健福祉大会
地域ケアと精神科救急 とき…11月

26日貊午後１時～３時45分　蜷ところ
…天理市民会館（天理市） 蜷講師…
千葉県精神科医療センター診療部長の
平田豊明さん　蜷定員…600人。託児
あり（有料・11月12日までに連絡）
蜷問い合わせ…県精神保健福祉センタ
ー（蕁０７４４―４３―３１３１）へ。
●「皮膚の日」記念講演会と無料相談会
11月12日「皮膚の日」にちなみ、県

臨床皮膚科医会と県医師会皮膚科部会
が開きます。
とき…11月13日貍午後３時　蜷ところ

…学園前ホール（学園南三丁目） 蜷内
容…記念講演「高齢者に見られる皮膚疾
患」「皮膚からわかる内蔵の病気」、午後
４時半から無料相談会。診療・検査等は
無し　蜷問い合わせ…県医師会皮膚科部
会（蕁０７４４―２２―８５０２）へ。
●市武道振興会設立30周年
記念式典・武道演武会
とき…11月月27日貍午前10時　蜷と

ころ…中央武道場（法蓮町） 蜷内容
…記念式典、剣道・柔道・なぎなた・
弓道・銃剣道・槍など各武道団体によ
る演武　蜷問い合わせ…市武道振興会
（蕁２７―６１６３）へ。
●平城宮跡秋のイベント
スタンプラリーと和凧づくり とき

…11月３日豢午後１時～４時　蜷とこ
ろ…平城宮跡資料館講堂（佐紀町）
蜷内容…平城宮跡スタンプラリーと和
凧づくり、凧あげ　蜷定員…スタンプ
ラリー150人、和凧づくり50人　蜷参
加料…スタンプラリーは無料、和凧づ
くりは材料費として500円　蜷問い合
わせ…奈良文化財研究所文化財情報課
（蕁３０―６７５２）へ。
●全国語学教育学会年次国際大会ＪＡＬＴ
生涯に亘る語学学習　とき…11月19

日貊～22日豺 蜷ところ…帝塚山大学
（学園南三丁目） 蜷参加料…4,000円
～22,000円 蜷問い合わせ…同実行委
員長のスティーブン西田さん（蕁薨５
１―１７０２）へ。

◆年末の大型ごみ申し込みはお早めに
12月は大型ごみの申し込み件数が増え、電話がつ
ながりにくくなります。件数が多いと年内に収集で
きない場合もあるため、日数に余裕をもって申し込
んでください。
【申し込み】専用電話（蕁７１―９０１１）

１回に６点まで可
【受付時間】月～金曜日の午前８時～午後３時
＊週のはじめや午前中は電話が集中するため、曜日や時
間帯をずらすなどして協力してください。また、申し込
みは2か月に1回の割合でお願いします。

◆ごみの出し方に注意してください
平成11年３月から、ごみを出す時
は透明・半透明袋の使用をお願いし
ていますが、カラス対策等の報道の
影響で、ごみ袋の内側全部を広告紙
や新聞紙で目隠しして出される場合
があります。
しかし、このごみ袋を作業員が収
集車に投入する際、ごみ袋に混入さ
れていた刃物で作業服等が切れる事
故が発生しています。まだ大事には至っていません
が、中身が判別できないため作業員の恐怖心をかき
立てます。
ごみ排出は、危険防止と分別徹底の推進から中身
が見えるようお願いします。また、ガラス片、刃物、
竹串などのごみ排出には十分注意してください。

【問い合わせ】市環境清美第一事務所（蕁７１―３
０１２）へ。

11月の燃やせないごみ収集日（譁市清美公社収集地域を除く）

◆燃やせるごみが火・金曜日の収集地域は、18日貅に
燃やせないごみを収集します。
◆燃やせるごみが月・木曜日の収集地域は、19日貊に
燃やせないごみを収集します。
※この日や「その他プラスチック」収集日は通常の倍の地域を
収集するため、通常より収集に時間を要します。理解と協力を
お願いします。
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●全国一斉「女性の人権ホットライン」
集中相談
奈良地方法務局、県人権擁護委員連

合会が行います。
とき…11月21日豸午前10時～午後５

時　蜷相談内容…夫・パートナーから
の暴力、職場等でのセクシュアルハラ
スメント、ストーカー行為など。秘密
厳守　蜷相談員…人権擁護委員、弁護
士　蜷電話番号…蕁２３―２１２４、
２７―７５３１　蜷問い合わせ…同局
人権擁護課（蕁２３―５４５７）へ。
●人権週間映画のつどい
奈良地方法務局、県人権擁護委員連

合会が開きます。
とき…12月12日豸午後１時　蜷とこ

ろ…県文化会館（登大路町） 蜷内容
…少年がいじめと大人の偏見に立ち向
かうアニメ映画「ハードル」上映　蜷
問い合わせ…同局人権擁護課（蕁２３
―５４５７）へ。
●奈良運輸支局庁舎が移転
これらの施設が、南京終町二丁目か

ら次の場所に移転しました。
【移転先】奈良運輸支局…〒639-1037大
和郡山市額田部北町９８１―２・蕁０７
４３―５９―２１５２　蜷軽自動車検査
協会奈良事務所…〒639-1037 大和郡山
市額田部北町９８０―３・蕁０７４３―
５８―３０１８　蜷県自動車税事務所…
〒639-1037大和郡山市額田部北町９８１

―８・蕁０７４３―５７―０３００。
●年金・雇用・労務無料相談会
とき…11月23日豢午前10時半～午後４

時半　蜷ところ…奈良ファミリー（西大
寺東町二丁目）、サンタウン高の原（右
京一丁目） 蜷問い合わせ…県社会保険
労務士会事務局（蕁３５―９１００）へ。
●不動産鑑定士協会設立10周年記念講演会
とき…11月19日貊午後２時半～３時

半　蜷ところ…三井ガーデンホテル奈
良（三条本町） 蜷講師・テーマ…関
西大学名誉教授の網干善教さん・古代
史のロマン　蜷問い合わせ…同協会事
務局（蕁３５―６９６４）へ。
●学研都市環境フォーラム
「環境で拓く21世紀の都市づくり」
けいはんな環境と文化のまちづくり

実行委員会、国土交通省が開きます。
とき…11月12日貊午後１時～５時

蜷ところ…けいはんなプラザ（京都府
相楽郡精華町） 蜷内容…国際日本文
化研究センター教授の安田喜憲さん・
国連大学高等研究所上級顧問の浜中裕
徳さんによる基調講演、パネルディス
カッション　蜷問い合わせ…譁けいは
んな（蕁０７７４―９５―５１１５・
http://www.keihanna-plaza.co.jp）へ。
●奈良西ロータリークラブ創立35周年
記念事業「日本の歌・韓国の舞」
とき…12月５日豸午後１時半　蜷とこ

ろ…学園前ホール（学園南三丁目） 蜷内
容…新進オペラ歌手の杉本佳代さんによる
日本の歌、韓国の人間国宝・金文叔さん一
行による韓国伝統舞踊　蜷問い合わせ…同
クラブ事務所（蕁３４―１１３１、火・

木・金曜日の午前10時～午後４時）へ。
●奈良大学生涯学習シンポジウム
奈良で学び、奈良に学ぶ　とき…12月

12日豸午後１時　蜷ところ…奈良大学講堂
（山陵町） 蜷内容…作家の立松和平さん
による記念講演「奈良に学ぼう」、立松和
平さん・法隆寺管長の大野玄妙さん・奈良
大学学長の鎌田道隆さんによるパネルディ
スカッション　蜷問い合わせ…奈良大学広
報室（蕁４１―９５８８）へ。
●珠玉のピアノコンサート
とき…11月28日豸午後１時　蜷とこ

ろ…音声館（鳴川町） 蜷内容…全国
コンクール入選者によるピアノソロ演
奏　蜷問い合わせ…関西芸術文化振興
協会の三柴さん（蕁・薨５１―４６７
１・t-mishiba@gol.com）へ。
●国際ソロプチミスト奈良チャリティー
バザー「明るい未来を創りましょう」
子供に愛を・地球に緑を　とき…11

月26日貊 蜷ところ…奈良ホテル（高
畑町） 蜷内容…会員による寄贈品、
高僧墨蹟、会員作品、各種協賛店の出
店　蜷入場料…協賛金として500円
蜷問い合わせ…同会の中村さん（蕁薨
４３―０５１１）へ。
●淀川水のふるさとフェア
淀川水系ダム水源地ネットワークが

開きます。
とき…11月27日貍午前10時～午後４

時　蜷ところ…ОＲＣ200（大阪市）
蜷内容…水源地市町村紹介、特産品販
売、キャラクターショー　蜷問い合わ
せ…譖近畿建設協会（蕁０６―６９４
１―１９１１）へ。

東西南北
国・県、その他団体などの情報

奈良の地に古くから伝わる伝統的技法から学び、新
しい様式・発想を生み出すことをテーマに開きます。
【ところ】なら工藝館（阿字万字町）
【問い合わせ】同館（蕁２７―００３３）へ

◆制作実演・体験、奈良工芸品販売、工芸相談

【とき】11月６日貍・７日豸・13日貍・14日豸午前
10時～午後５時（最終日は４時まで）
蜷制作体験…一刀彫、陶芸、織物（秋篠手織・奈良
晒）、トンボ玉、古楽面、茶道具、カンナ削り、透
かし楽彫り、筆、握り墨
＊カンナ削り、透かし楽彫り、筆、握り墨は申し込み不要、その
他は要申し込み（受付終了、追加募集等は問い合わせください）

蜷制作実演…筆
蜷奈良工芸品販売…一刀彫等、奈良工芸全般
蜷工芸相談…現役工芸作家によるプロをめざす人や
作品等についての相談

◆特別企画展示
11月６日貍～14日豸午前10時～午後９時（入館は

８時半まで、最終日は４時まで）、８日は休館。一
刀彫、陶芸、織物など約50点を展示。

奈良工芸フェスティバル ～伝統の技 新しい美（秋を楽しむ）～
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午
後
零
時
半
〜
１
時
半
　
▼
内
容
…

同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
演
奏
　
▼
出
演
…
奈
良
ギ
タ
ー
合
奏
団

▼
曲
目
…
シ
ャ
ル
・
ウ
ィ
・
ダ
ン
ス
、
と

な
り
の
ト
ト
ロ
ほ
か
　
▼
申
し
込
み
…
不

要
。
当
日
直
接
会
場
へ

〈
生
涯
楽
習
大
学
〉

『
今
』
を
考
え
る
講
座
「
年
金
制
度
の

現
状
と
今
後
」

と
き
…
11
月
27
日
貍
午

後
２
時
〜
４
時
　
▼
講
師
…
社
会
保
険
労

務
士
会
年
金
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
▼
定
員
…

120
人
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
16
日

シ
ェ
フ
と
作
ろ
う
！
と
っ
て
お
き
　
と

き
…
11
月
28
日
豸
午

前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
内
容
…
身
近
な
食

材
を
一
工
夫
し
た
料

理
　
▼
講
師
…
シ
ェ

フ
の
黒
澤
文
博
さ

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月

22

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8357
杉
ケ
町
二
三

蕁
二
六
ー
八
八
一
一

■
若
草
公
民
館

〒
630-

8202
川
上
町
五
七
五

蕁
二
六
ー
〇
一
三
〇

■
登
美
ヶ
丘
公
民
館

〒
631-

0003
中
登
美
ケ
丘
三
丁
目
四
一
六
二
ー
八
一

蕁
四
三
ー
七
四
三
一

■
南
部
公
民
館

〒
630-

8434
山
町
二
七
ー
一

蕁
六
二
ー
五
九
三
一

■
西
部
公
民
館

〒
631-

0034
学
園
南
三
丁
目
一
ー
五

蕁
四
四
ー
〇
一
〇
一

と
き

11/19
貊

内
容
（
と
こ
ろ
）

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

12/３
貊

都
会
の
ど
真
ん
中
の
喫
茶
店
に
行
こ
う
！
（
ス
ワ

ン
カ
フ
ェ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー
ヒ
ュ
ー
マ
ン
心
斎
橋
店
）

12/17
貊

美
味
し
い
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
求
め
て
…

（
磯
城
郡
三
宅
町：

ひ
ま
わ
り
の
家「
ぷ
あ
ん
」）

12/24
貊

地
元
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
憩
い
の
ひ
と
と
き
を

（
古
市
町：

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
「
こ
っ
か
ら
」）

と
き

12/５
豸

内
　
容

ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
（
太
陽
熱
調
理
器
）

を
作
っ
て
、
地
球
を
守
ろ
う
！

12/12
豸

投
げ
た
ら
必
ず
曲
が
っ
て
戻
る
ブ
ー
メ
ラ

ン
を
開
発
し
よ
う
！

12/19
豸

火
の
な
い
と
こ
ろ
で
生
卵
を
ゆ
で
卵
に

変
身
さ
せ
よ
う
！

各教室への申し込みは、往復はがきに教室
名、住所、氏名（ふりがな）、年齢（学年）、
電話番号を書いて、締め切り日必着で各館へ。
1枚に一人1教室限り。多い場合は抽選。材
料費、交通費等は自己負担。
※開催日は原則を記載しています。詳細は事
前に問い合わせてください。



ん
、
ソ
ム
リ
エ
の
山
本
忠
正
さ
ん
　
▼
定

員
…
18
歳
以
上
24
人
　
▼
材
料
費
…
千
円

▼
締
め
切
り
…
11
月
16
日

家
庭
教
育
講
演
会
「
眠
り
の
底
ヂ
カ

ラ
」

と
き
…
12
月
11
日
貍
午
後
２
時
〜

４
時
　
▼
内
容
…
子
ど
も
の
心
と
体
の
た

め
に
「
眠
り
」
の
大

切
さ
や
あ
り
方
を
考

え
る
　
▼
定
員
…
120

人
　
▼
講
師
…
東
京

北
社
会
保
険
病
院
副

院
長
の
神
山
潤
さ
ん

▼
締
め
切
り
…
11
月
30
日

パ
ソ
コ
ン
「
は
じ
め
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
講
座
」

と
き
…
11
月
24
日
貉
〜

26
日
貊
午
後
２
時
〜
４
時
。
３
回
　
▼
内

容
…
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
簡
単
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
　
▼
定
員
…
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
を
習
得
し
て
い
る
人
24
人

▼
テ
キ
ス
ト
代
…
千
500
円
　
▼
締
め
切
り

…
11
月
16
日

パ
ソ
コ
ン
「
は
じ
め
て
の
年
賀
状
づ
く

り
講
座
」

と
き
…
12
月
７
日
貂
〜
９
日

貅
午
後
２
時
〜
４
時
。
３
回
　
▼
内
容
…

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
を
活
用
し
た
年
賀
状

作
成
　
▼
定
員
…
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

を
習
得
し
て
い
る
人
24
人
　
▼
テ
キ
ス
ト

代
…
千
500
円
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
30
日

【
そ
の
他
】
申
し
込
み
時
に
生
涯
楽
習
大

学
の
受
講
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
受
講
証

番
号
、
託
児
希
望
（
２
歳
〜
就
学
前
）
は

幼
児
の
年
齢
と
性
別
を
記
入
。
多
い
場
合

は
各
締
め
切
り
日
翌
日
の
午
前
10
時
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
で
公
開
抽
選
。

春
日
公
民
館

も
の
づ
く
り
体
験
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
ろ

う
そ
く
を
作
ろ
う
！
」

と
き
…
12
月
11

日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
零
時
半
　
▼
内
容

…
溶
か
し
た
ロ
ウ
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
ろ

う
そ
く
作
り
　
▼
定
員
…
小
学
生
10
人
。

小
学
１
〜
３
年
生
は
要
保
護
者
同
伴
　
▼
材

料
費
…
500
円
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
19
日
。

都
跡
公
民
館

み
あ
と
親
子
ほ
の
ぼ
の
ス
ペ
ー
ス

親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
い
こ
い
の
場
と
し

て
、
同
館
の
和
室
を

開
放
し
ま
す
。

と
き
…
11
月
30
日

〜
来
年
３
月
29
日
の

原
則
と
し
て
最
終
火

曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
。
５
回
　
▼
対
象

…
原
則
と
し
て
都
跡
中
学
校
区
在
住
の
０

〜
２
歳
児
と
保
護
者
　
▼
申
し
込
み
…
不

要
。
当
日
直
接
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
用
の
飲
み
物
は
各
自
持
参

親
子
で
つ
く
ろ
う
教
室
「
手
づ
く
り
凧

で
楽
し
い
お
正
月
を
!!
」

と
き
…
12
月

４
日
貍
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
　
▼
と
こ

ろ
…
都
跡
小
学
校

▼
内
容
…
に
い
ざ

か
凧
、
菱
凧
の
製

作
　
▼
定
員
…
小

学
生
と
保
護
者
・

家
族
20
組
。
申
し
込
み
時
に
全
員
の
氏
名

を
記
入
　
▼
持
ち
物
…
は
さ
み
、ボ
ン
ド
、

セ
ロ
テ
ー
プ
、
た
こ
糸
な
ど
　
▼
締
め
切

り
…
11
月
24
日

奈
良
の
職
人
技
に
挑
戦
！
「
伝
統
工
芸

体
験
教
室
」

1234567

時
間
…
午
後
２
時
〜
４
時
。
初
回
の
み

午
後
１
時
・
午
後
３
時
の
２
部
制
　
▼
内

容
…
奈
良
の
伝
統
工
芸
品
の
由
来
や
特
徴

の
学
習
と
製
作
体
験
　
▼
定
員
…
成
人
30

人
　
▼
材
料
費
…
各
回
と
も
必
要
（
千
〜

２
千
100
円
）
▼
締
め
切
り
…
11
月
30
日
。

京
西
公
民
館

国
際
交
流
講
座
「
世
界
の
ご
は
ん
中
国

料
理
」

と
き
…
11
月
27
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
▼
内
容
…
講
義
や
料
理
作

り
を
通
し
て
中
国
の
文
化
・
食
文
化
に
ふ

れ
る
　
▼
講
師
…
中
国
語
講
師
の
林
青
さ

ん
　
▼
定
員
…
小
学
４
年
生
以
上
20
人
。

家
族
単
位
の
申
し
込
み
も
可
（
全
員
の
名

前
、
年
齢
を
明
記
）

▼
材
料
費
…
一
人

千
円
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
17
日
。

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月

23

■
都
跡
公
民
館

〒
630-

8032
五
条
町
二
〇
四
ー
一

蕁
三
四
ー
五
九
五
四

■
京
西
公
民
館

〒
630-

8044
六
条
西
一
丁
目
三
ー
四
三
ー
ニ

蕁
四
四
ー
二
六
六
九

〈中央公民館主催事業〉
〒630-8228上三条町23-4 蕁２６―６５０６

◆男性こだわりの料理教室

有名料理店の元シェフの指導で各種料理
に挑戦します。料理にあった酒の話もあり
ます。
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
締め切り…11月14日。多い場合は11月16

日午後２時から同館で公開抽選

◆音楽のあふれる空間（ばしょ）シリーズ
魂の歌声コンサート
「日本の詩情・イタリアの熱情」

とき…12月18日貍午後２時～４時　蜷出
演…声楽家の大野一道さん（歌）、藤岡佐和
子さん（ピアノ） 蜷曲目…荒城の月、金
子みすゞ詩による童謡歌曲集、「星とたんぽ
ぽ」より私と小鳥と鈴と他、忘れな草（カ

ンツォーネ） 蜷定員…
16歳以上350人。１枚に
二人まで可（申し込み時
に全員の名前を記入）
蜷締め切り…11月20日。
多い場合は11月24日午後
２時から同館で公開抽
選。

と
き

12/15
貉

内
容
・
講
師
（
工
芸
作
家
）

鹿
の
角
細
工
に
挑
戦
！
（
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
等
）
・
畑
里
憲
雄
さ
ん

来年
１/26
貉

赤
膚
焼
に
挑
戦
！
（
湯
呑
み
等
）
・

大
塩
昭
山
さ
ん
　
＊
現
地
見
学
あ
り

来年
２/23
貉

墨
づ
く
り
に
挑
戦
！
（
に
ぎ
り
墨
）
・

長
野
墨
延
さ
ん
　
＊
現
地
見
学
あ
り

■
春
日
公
民
館

〒
630-

8141
南
京
終
町
一
丁
目
八
六
ー
一

蕁
六
二
ー
二
二
五
三

とき

12/５
豸

欲張りな始まり（プレーンオムレツきのこのソ
ース、ぺペロンチーノ）…すっきりとした白ワ
インとともに

テーマ・メニュー

12/19
豸

クリスマスパーティを前に（ローストビーフ・
グレービーソース、じゃがいもを添えて）…ラ
イトボディの赤ワインを囲んで

来年
１/16
豸

冷蔵庫の一品からの発想（八宝菜、チャーハン）
…よく冷えたビールを合わせて

来年
１/30
豸

一匹の鯛を味わいつくす（鯛めし、鯛の造り、
兜煮）…きりりとした辛口の日本酒を添えて

大野一道さん



平
城
東
公
民
館

平
城
東
公
民
館
ま
つ
り

同
館
で
活
動
し
て
い
る
自
主
グ
ル
ー
プ

の
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

記
念
講
演
「
平
城
東
か
ら
の
発
信
」

と

き
…
11
月
13
日
貍
午
前
10
時
半
〜
正
午

学
習
発
表
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
と
き
…

11
月
13
日
貍
正
午
〜
午
後
５
時
、
14
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
▼
内
容
…
自
主

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
、
展
示
、
料
理
バ

ザ
ー
と
自
由
参
加
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
歓
会
」

と
き
…
11
月
５
日
貊
午
前
９

時
〜
正
午
　
▼
と
こ
ろ
…
平
城
第
二
球
技

場
（
朱
雀
二
丁
目
）

【
申
し
込
み
】
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

車
で
の
来
場
は
遠
慮
し
て
く
だ
さ
い

す
く
す
く
広
場
　
と
き
…
11
月
16
日
貂

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
は
９
時
半
）

▼
内
容
…
助
産
師
、保
育
士
に
よ
る
相
談
、

子
ど
も
と
一
緒
に
で
き
る
手
遊
び
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
　
▼
対
象
…
初
妊

婦
、
１
歳
ま
で
の
乳
児
を
も
つ
保
護
者

▼
申
し
込
み
…
不
要
。当
日
直
接
同
館
へ
。

伏
見
公
民
館

果
樹
せ
ん
定
講
習
会
　
と
き
…
12
月
３

日
貊
午
後
１
時
半
〜

３
時
半
　
▼
内
容
…

お
い
し
い
果
実
の
作

り
方
や
樹
形
の
整
え

方
な
ど
　
▼
樹
種
…

ブ
ド
ウ
、
カ
キ
、
キ

ウ
イ
な
ど
　
▼
定
員
…
成
人
50
人
　
▼
講

師
…
県
北
部
農
林
振
興
事
務
所
の
萩
原
敏

弘
さ
ん
、
市
果
樹
園
芸
組
合
長
の
植
原
善

徳
さ
ん
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
19
日
。

富
雄
南
公
民
館

自
主
グ
ル
ー
プ
作
品
展
　
と
き
…
11
月

６
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
７
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
　
▼
内
容
…
同
館

自
主
グ
ル
ー
プ
（
絵
画
・
写
真
・
生
け
花

な
ど
）
の
成
果
発
表
　
▼
申
し
込
み
…
不

要
。
当
日
直
接
同
館
へ

「
樋
口
一
葉
と
明
治
の
女
性
」
講
演

と
き
…
11
月
14
日
豸
午
前
10
時
〜
11
時

半
　
▼
内
容
…
作
品
に
描
か
れ
た
明
治
の

女
性
の
姿
を
通
し
て
学
ぶ
　
▼
定
員
…
60

人
。
託
児
希
望
者
（
就
学
前
ま
で
・
定
員

10
人
）
は
申
し
込
み
時
に
幼
児
の
年
齢
・

性
別
を
記
入
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
10
日

親
子
で
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
　
と
き

…
12
月
５
日
、
来
年

１
月
９
日
、
２
月
27

日
の
日
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
。
３
回

▼
定
員
…
小
学
生
と
保
護
者
15
組
　
▼
締

め
切
り
…
11
月
16
日

学
習
体
験
「
プ
チ
講
座
」

種
目
（
定

員
）
・
と
き
…
体
操
（
６
人
）
・
11
月
18

日
貅
午
前
10
時
〜
正
午
、
書
道
（
５

人
）
・
11
月
19
日
貊
午
前
９
時
半
〜
正
午

▼
締
め
切
り
…
11
月
10
日
。
申
し
込
み
時

に
希
望
種
目
を
明
記
。

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月

24

※申し込みは各館へ（申し込み方法は22ページ参照）

一条高等学校人文科学コース
市民公開フォーラム

「古代大和のかがやきと謎！」をテーマに、なら教
育週間事業として開きます。

とき…12月４日貍午後零時半　蜷ところ…学園前ホ
ール（学園南三丁目） 蜷講師…奈良大学教授の水野
正好さん、香芝市二上山博物館館長の石野博信さん、
大阪府立弥生文化博物館館長の金関恕さん　蜷定員…
先着300人　蜷申し込み…不要。当日直接会場へ　蜷
問い合わせ…同校（蕁３３―７０７５）へ。

〈自主活動グループ紹介〉
市生涯学習情報提供システム「ならおっと」の登録の中

から、生涯学習センターや公民館で活動しているグループ
を紹介します。

【サークル・パンジー】（内）社交ダンス（入）音楽に合わ
せて体を動かし、楽しく心身の健康づくり。体験入会可
（数）10人、男５人・女５人（施）伏見公民館（連）蕁７
１―９５６３代表の中川朋子　
【弥生会】（内）古典、実用書道（入）書に興味のある人大
歓迎（数）10人、女10人（施）若草公民館（連）蕁２２―
１９２３代表の西尾博子　
【ダンスサークル友華（ゆうが）】（内）社交ダンス（入）
経験の有無は問わず（数）10人、男４人・女６人（施）京
西公民館（連）蕁４７―２３９０代表の木村範治　
【ヨーガサークル】（内）ヨーガの実習（入）身体が硬くて
も大丈夫。体験可（数）８人、男１人・女７人（施）南部
公民館（連）蕁６１―７６９４代表の奥村冨士

略字の説明…（内）＝活動内容（入）＝入会情報
（数）＝会員数、男・女（施）＝主な活動施設（連）＝連
絡先　蜷問い合わせ…各活動施設へ。この欄への掲載申請、
「ならおっと」に関する問い合わせは生涯学習センター
（蕁２６―８８１１）へ。

〈生涯学習センターギャラリー展示案内〉
杉ヶ町パレットクラブ展（主催：同会）…11月９日貂午

後１時～14日豸午後４時（期間中は午前９時～午後５時）
蜷フォトクラブ“ゆう”写真展（主催：同会）…11月24日
貉午後１時～28日豸午後４時（期間中は午前９時半～午後
５時） 蜷水墨画展示（主催：水墨画遊貴会）…11月30日
貂正午～12月５日豸午後３時半（期間中は午前10時～午後
５時
【問い合わせ】同センター（蕁２６―８８１１）へ。

■
富
雄
南
公
民
館

〒
631-

0052
中
町
五
〇
一
ー
三

蕁
四
八
ー
三
〇
六
六

■
平
城
東
公
民
館

〒
631-

0806
朱
雀
六
丁
目
九
ー
一

蕁
七
一
ー
九
六
七
七

■
伏
見
公
民
館

〒
631-

0841
青
野
町
一
九
一
ー
一

蕁
四
五
ー
九
八
六
四
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◆早過ぎた伝説～尾崎豊フィルムコンサート～
とき…12月４日貍午後２時半　蜷ところ

…同館大ホール　蜷入場料…3,150円、全
席自由。５分程度の未公開ＤⅤＤプレゼン
ト付　蜷入場券…11月６日午前９時から同
館、午前10時からサウンドプロデュース
（蕁０７４４―２３―１９７１）、ローソン

チケット（Ｌコード57984）、電子チケットぴあ（Ｐコード
185-263）で発売。同館の電話予約は７日午前９時から専用
電話で　蜷問い合わせ…サウンドプロデュースへ

◆同館室内楽シリーズ「なら100クラシックの泉」
漓「オーボエ・アンサンブルの楽
しみ」キ･モワ･オーボエ･アンサ
ンブル　とき…来年２月５日貍午
後３時　蜷曲目…早春賦、浜辺の
歌、「サウンド･オブ･ミュージッ
ク」よりほか
滷「ピアノの響き」中西誠ピアノリサイタル　とき…来年

２月12日貍午後３時　蜷内容…奈良市
出身ピアニストによる公演　蜷曲目…
パルティータ（バッハ）、さすらい幻
想曲（シューベルト）、月光（ベート
ーヴェン）ほか

澆「金管アンサンブルの魅力」ブラス･スカラーズ大阪
とき…来年２月19日貍午後

３時　蜷内容…奈良在住の演
奏者を中心とした金管楽器ア
ンサンブル　蜷曲目…「ウエ
スト･サイド・ストーリー」よ
り、ルーマニア民族舞曲（バルトーク）、戴冠式行進曲ほか
【ところ】同館中ホール
【入場料】３回セット券6,000円（同館のみ取り扱い）、各回
一般2,500円、高校生以下1,500円。全席指定、未就学児は
入場不可
【入場券】11月６日午前９時から同館、学園前ホール、市
民サービスコーナー、北部会館市民文化ホール、午前10時
からローソンチケット（Ｌコード漓58074・滷58075・澆
58076）で発売。同館の電話予約は７日午前９時から専用
電話で

◆経営者講演会シリーズ「ならを元気にするセミナー」
頑張れ！奈良「中小企業の経営者やあらゆる組織
のリーダーの成功の条件」
とき…来年２月26日貍午後２時半　蜷と

ころ…同館大ホール　蜷講師・テーマ…駐
大阪・神戸米国総領事のアレキサンダー・
アルマゾフさん・21世紀の日米関係～経
済・政治外交について　蜷申し込み…往復はがきに催し
名、住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、来年１月10日
必着で同館へ。１枚に一人限り。未就学児は不可

◆森山良子コンサート　ツアー2005
とき…来年２月11日豢午後５時　蜷とこ

ろ…同館大ホール　蜷入場料…6,000円（当
日500円増）全席指定　蜷入場券…11月６日
午前９時から同館、午前10時よりジェイエ
ムピー、ローソンチケット（Ｌコード57712）、
電子チケットぴあ（Ｐコード184-721）、ＣＮプレイガイド、
ｅ＋（イープラス）で発売。同館の電話予約は７日午前９
時から専用電話で　蜷問い合わせ…ジェイエムピーへ

◆ディズニー・オン・クラシック
「まほうの夜の音楽会2005」
とき…来年２月13日豸午後５時　蜷

ところ…同館大ホール　蜷入場料…Ｓ
席6,800円、Ａ席6,500円。全席指定
蜷入場券…同館、ローソンチケット
（Ｌコード55151）、電子チケットぴあ
（Ｐコード178-814）、ＣＮプレイガイ
ド、ｅ＋（イープラス）で発売中　蜷問い合わせ…キョー
ドー大阪（蕁０６―６２３３―８８８８）へ

◆大西ユカリと新世界 WITH  ゴーキャッツ
とき…来年２月19日貍午後５時　蜷

ところ…同館大ホール　蜷入場料…
3,500円、全席指定。未就学児は入場不
可　蜷入場券…11月６日午前９時から
同館、午前10時ローソンチケット（Ｌ
コード56889）、電子チケットぴあ（Ｐ
コード181-735）で発売。同館の電話
予約は７日午前９時から専用電話で。

なならら110000年年会会館館催催しし案案内内 〒630-8121三条宮前町７―１
蕁３４―０１００（番号のかけ間違いに注意してください）

【電話予約番号】同館予約専用（蕁３４―０１１１）、電子チケットぴあ（蕁０５７０―０２―９９９９）、ローソンチケッ
ト（蕁０５７０―００―０４０３）、ジェイエムピー（蕁０７７４―７３―２７６４）、ＣＮプレイガイド（蕁０６―６７
７６―１１９９）、ｅ＋（http://eee.eplus.co.jp）。

狡DISNEY

関西２府７県内の文化施設で、芸術文化に親しんでもら
おうと、11月20日貍・21日豸を中心に文化施設の入場が無
料になる「関西文化の日」を実施します。
これにあわせて、11月20日・21日は奈良市美術館、写真
美術館、杉岡華邨書道美術館が入場無料になります。
くわしくは、市役所文化振興課へ。

「「「「関関関関西西西西文文文文化化化化のののの日日日日」」」」はははは美美美美術術術術館館館館がががが入入入入場場場場無無無無料料料料
奈良市美術館

杉岡華邨書道美術館

写真美術館
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予
防
接
種

〈
個
別
方
式
で
行
い
ま
す
〉

123456789101112【
受
け
方
】
通
知
書
を
持
っ
て
取
扱
医
療

機
関
で
接
種
日
を
予
約
し
、
予
診
票
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
（
日
曜
日
、
祝
日
と
各

医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）。「
予
防
接

種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
読
み
、
通
知

書
・
予
診
票
・
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。
通
知
書
が
な
い
と
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
転
入
や
他
の
事
情
で
通

知
書
が
な
い
人
は
、
市
役
所
衛
生
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
集
団
方
式
で
行
い
ま
す
〉

生
後
３
か
月
以
上
90
か
月
（
７
歳
６
か

月
）
未
満
で
２
回
服
用
し
て
い
な
い
子
を

対
象
に
、
ポ
リ
オ
予
防
の
た
め
ワ
ク
チ
ン

の
服
用
を
11
月
上
旬
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
（
日
程
等
は
９
月
号
に
掲
載
）。

〈
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

（
二
種
混
合
）
予
防
接
種
〉

市
内
の
各
小
学
校
で
、
小
学
６
年
生
を

対
象
に
12
月
中
旬
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
外
へ
の
通
学
者
等
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
市
役
所
衛
生
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

個
別
方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
〉

対
象
…
漓
接
種
当
日
満
65
歳
以
上
で
奈

良
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
滷
接
種
当
日
満

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
系
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ

り
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
人
（
市
役
所

衛
生
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
料
金
…
千
円
。
回
数
は
１
回
　
▼
期
間

…
12
月
28
日
ま
で
　
▼
必
要
な
も
の
…
健

康
保
険
証
等
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の

▼
そ
の
他
…
今
年
か
ら
通
知
書（
は
が
き
）

は
発
行
し
ま
せ
ん
。
詳
細
は
10
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
取
扱
医
療
機
関
に
国

立
病
院
機
構
奈
良
病
院
（
東
紀
寺
町
一
丁

目
　
蕁
二
四
―
一
二
五
一
）
・
こ
ば
や
し

耳
鼻
咽
喉
科
（
学
園
北
一
丁
目
　
蕁
四
〇

―
一
一
三
三
）
が
追
加
。
な
お
、
10
月
号

掲
載
の
一
覧
で
、
松
倉
・
稲
田
・
沢
井
の

各
医
療
機
関
は
「
医
院
」
で
は
な
く
「
病

院
」
で
し
た
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
市
役
所
衛
生
課
へ
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

結
核
予
防
の
た
め
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
を
し
、
２
日
後
の
判
定
で
陰
性
の

と
き
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
。

12345678910111213

対
象
…
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
判
定

当
日
生
後
３
か
月
以
上
48
か
月
未
満
の
子

で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
未
接
種
の
子
と
陽
性
判
定
一

回
の
子
。
今
年
５
月
以
前
生
ま
れ
で
未
接

種
の
子
は
、
い
ず
れ
か
の
会
場
に
来
て
く

だ
さ
い
　
▼
必
要
な
も
の
…
母
子
健
康
手
帳

【
受
け
ら
れ
な
い
子
】
漓
接
種
前
の
体
温

が
37
・
５
度
以
上
の
子
滷
重
篤
な
急
性

疾
患
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
子
澆

結
核
そ
の
他
の
疾
病
の

予
防
接
種
、
外
傷
等
に

よ
る
ケ
ロ
イ
ド
の
認
め

【持ち物】問診票、母子健康
手帳。問診票は11月中旬に送
付しますが、11月１日以降の
転入者などで届かない人は当
日直接会場へ（４か月児健診
は市役所健康増進課へ連絡）
【問い合わせ】市役所健康増
進課へ。

健診名 対　象 内　　容

平成16年８月
生まれの子4か月児健診

問診、身体計測、内科診察（料
金は無料）

平成16年４月
生まれの子乳児健康相談

身体計測、運動発達の観察、育
児相談、栄養相談、「ふれあい
を絵本から」の話

平成15年４月
生まれの子

1歳7か月児
健診

身体計測、内科診察、歯科健診、
歯科相談、栄養相談、育児相談

平成13年５月
生まれの子

と　　き

満４か月になった日から１か
月以内に受診してください

12月１日・８日・10日・15
日・22日・24日の水・金曜日
受付は午前９時半～10時半

12月２日・９日・16日、来年
１月６日の木曜日
受付は午後１時15分～２時15分

11月30日、12月７日・14日・
21日の火曜日
受付は午後１時15分～２時15分

3歳6か月児
健診

視聴覚問診、身体計測、検尿、
歯科健診、内科診察、歯科相談、
栄養相談、育児相談

ところ

市内指定
医療機関

保健
センター

乳幼児の
健診・相談

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

各
種
予
防
接
種

接種名

百日せき・ジフテ
リア・破傷風
（三種混合）

麻しん（はしか）
風しん

対　　象

今月通知する子

平成16年７月
生まれの子 以前に通知し

た子で接種を
終えていない
７歳６か月未
満の子

平成15年11月
生まれの子

＊満１歳の誕
生日を迎えた
子に随時通知

＊麻しんの望ましい接種年齢は
生後12～15か月です

ツベルクリン反応検査・判定
BCG接種日程

（受付は午後2時～2時45分）

ツ反応
検　査

判定・
BCG 実施場所対象

11/24貉

保健センター

H16.6.1～6.15
生まれの子

11/26貊

12/１貉
H16.6.16～6.30

生まれの子
12/３貊

12/６豺
H16.7.1～7.15

生まれの子
12/８貉

12/13豺
H16.7.16～7.31

生まれの子
12/15貉

市役所（二条大路南一丁目1―1 蕁34―1111）
市保健所保健予防課（西木辻町200―46 蕁23―6173）
保健センター（二条大路南一丁目1―30 蕁34―1111）
奈良診療所（二条大路南一丁目1―28 蕁34―1111）
総合医療検査センター（柏木町519―5 蕁33―7876）
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ら
れ
る
子
潺

ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
（
は
し

か
）、
風
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず

ぼ
う
そ
う
の
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
４

週
間
、
そ
の
他
の
予
防
接
種
を
受
け
て
か

ら
１
週
間
た
っ
て
い
な
い
子
潸
Ｂ
型
肝
炎

（
Ｈ
Ｂ
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
子

は
、
３
回
完
了
後
１
週
間
あ
け
て
く
だ
さ

い
澁

麻
し
ん
、
風
し
ん
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
、
リ
ン
ゴ
病
、
手
足

口
病
の
病
気
が
治
っ
て
か
ら
４
週
間
た
っ

て
い
な
い
子
（
家
族
等
の
誰
か
が
こ
れ
ら

の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
潜
伏
期
間
を
あ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）
澀
突
発
性
発
し
ん
が
治
っ
て
か
ら

２
週
間
た
っ
て
い
な
い
子
潯
そ
の
他
接
種

が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
子

【
そ
の
他
】
来
年
４
月
か
ら
対
象
者
が
生

後
６
か
月
未
満
に
な
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
役
所
衛
生
課
へ
。

歯
っ
ぴ
い
・
マ
ミ
ー
教
室

妊
婦
の
た
め
の
歯
と
栄
養
の
教
室
　
と

き
…
12
月
９
日
貅
午
前
９
時
半
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
診
と
講
義
「
妊

娠
中
に
知
っ
て
お
き
た
い
歯
の
知
識
」、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
実
習
、
栄
養
士
の
講
話

「
妊
娠
中
に
気
を
つ
け
た
い
食
生
活
の
ポ

イ
ン
ト
」

▼
定
員
…
初
妊
婦
45
人
　
▼
申

し
込
み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

す
く
す
く
相
談

と
き
…
11
月
29
日
豺
午
後
１
時
半
〜
４

時
。
一
人
30
分
程
度
　
▼
と
こ
ろ
…
保
健

セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…

心
理
相
談
員
に
よ
る
子

ど
も
の
発
達
に
関
す
る

相
談
　
▼
対
象
…
１
歳

〜
就
学
前
の
幼
児
が
い

る
保
護
者
　
▼
持
ち
物
…
母
子
健
康
手
帳

▼
申
し
込
み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課

へ
。
時
間
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
。

新
生
児
・
妊
産
婦
訪
問

内
容
…
助
産
師
や
保
健
師
に
よ
る
妊

娠
、
出
産
、
育
児
の
相
談
　
▼
対
象
…
妊

婦
、
出
産
後
１
年
未
満
の
産
婦
、
生
後
28

日
ま
で
の
新
生
児
　
▼
申
し
込
み
…
母
子

健
康
手
帳
に
あ
る
妊
婦
は
が
き
か
新
生
児

は
が
き
に
必
要
事
項
を
書
い
て
郵
送
す
る

か
、
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。
訪

問
は
事
前
に
連
絡
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

物
品
販
売
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
命
を

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
守
ろ
う
！
！

11
月
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
強
化
月
間

元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
事
故
や
窒

息
で
は
な
く
眠
っ
て
い
る
間
に
突
然
死
す

る
病
気
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
シ
ズ：

乳
幼
児
突

然
死
症
候
群
）
で
す
。

病
気
の
原
因
は
ま
だ

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
次
の
こ
と
を
日

頃
か
ら
心
が
け
る
こ
と

で
統
計
上
こ
の
病
気
を
減
ら
せ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

◆
あ
お
む
け
寝
で
育
て
よ
う

う
つ
ぶ
せ
に
寝
か
せ
た
と
き
の
方
が
、

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
生
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
う
つ
ぶ
せ
寝
が
Ｓ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
を
起
こ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
医
学
上
の
理
由
で
う
つ
ぶ
せ
寝
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
場
合
以
外
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
顔
が
見
え
る
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま
し

ょ
う
。

◆
タ
バ
コ
を
や
め
よ
う

タ
バ
コ
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
生
の
大
き
な

危
険
因
子
で
す
。
妊
娠
中
の
喫
煙
は
お
腹

の
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
も
明
ら
か
に
良
く

な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
妊
婦
自
身
の

喫
煙
は
も
ち
ろ
ん
、
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の

近
く
で
の
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
よ
う

人
工
乳
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
原
因
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
母
乳
育
児

の
方
が
発
生
率
が
低
い

と
い
う
調
査
結
果
が
あ

り
ま
す
。
母
乳
の
出
方

に
は
個
人
差
が
あ
り
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
母
乳
育
児
に
ト
ラ
イ

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

新
生
児
・
妊
産
婦
訪
問

歯
っ
ぴ
い
・
マ
ミ
ー
教
室

●胃がん検診
対象…35歳以上の人。妊婦、勤務先などで同

様の検診を受診した人は除く　蜷料金…35～69
歳は1,000円。70歳以上と生活保護、市民税非
課税世帯の人は無料（申し込み時に申し出を）。
12月　　受付時間は午前9時半～10時半
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
●肺がん検診
対象…40歳以上の人。妊婦、勤務先などで同

様の検診を受診した人は除く　蜷料金…読影の
みは1,000円、問診の結果喀痰検査実施の場合
は更に600円。70歳以上と生活保護、市民税非
課税世帯の人は無料（申し込み時に申し出を）。
12月 受付時間は午後2時～3時
1
2
3
4

受診間隔…年１回　蜷申し込み…電話で11月19
日までに市役所健康増進課へ　蜷その他…検診の
結果、精密検査の必要な人は、すみやかに受診願
います。現在治療中の人、過去に手術を受けた人
や精密検査を受けた人は、主治医に相談してくだ
さい。

とき
１貉

定員

40人

と こ ろ
法華寺町集会所

２貅 京西公民館

３貊 若葉台二丁目集会所

６豺 西奈良県民センター

７貂 三井佐保山住宅集会所

８貉 富雄公民館

９貅 神殿町第３自治会集会所

10貊 西部生涯スポーツセンタークラブハウス（丸山一丁目）

14貂 高の原駅前団地集会所

15貉 中登美団地中央集会所

16貅 朝日町公民館

17貊 休日夜間応急診療所

とき

３貊

10貊

と こ ろ

古市児童館

西奈良県民センター

17貊 休日夜間応急診療所

定員

50人

各種がん検診

す
く
す
く
相
談

新
し
い
命
を

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
守
ろ
う
!!
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や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
人
の

「
禁
煙
講
座
」

123456789

時
間
…
午
後
６
時
〜
７
時
半
　
▼
と
こ

ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
講
義
、

個
別
禁
煙
相
談
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
チ
ェ

ッ
ク
、
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定

▼
講
師
…
国
立
病
院
機
構
奈
良
病
院
医

師
、
市
薬
剤
師
会
薬
剤
師
　
▼
定
員
…
禁

煙
を
希
望
す
る
成
人
30
人
　
▼
申
し
込
み

…
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
参
加
動
機
を
書
い
て
、
11
月
10
日

必
着
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
三
四
―
三
一
四
五
）

も
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

知
っ
て
得
す
る
健
康
講
座「
運
動
編
」

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
　
と
き

…
11
月
25
日
貅
午
前
10
時
〜
正
午
　
▼
と

こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
運
動

に
つ
い
て
の
講
義

と
室
内
で
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
の
実

技
な
ど
。
運
動
し

や
す
い
服
装
・
靴
で
来
て
く
だ
さ
い
　
▼

定
員
…
運
動
が
で
き
る
成
人
40
人
　
▼
持

ち
物
…
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の

▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11
月
18
日

必
着
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
（
薨
三
四
―
三
一
四
五
）
も
可
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
て

元
気
ア
ッ
プ
教
室

運
動
実
技
と
講
義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
通
し
て
、
自
分
に
あ
っ
た
正
し
い
運
動

を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

123456789

時
間
…
午
後
１
時
半
〜
４
時
　
▼
と
こ

ろ
…
都
跡
公
民
館
（
五
条
町
）

▼
定
員

…
65
歳
以
上
30
人
。
医
療
を
受
け
て
い
る

人
は
主
治
医
の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
動
機
を

書
い
て
、
11
月
19
日
必
着
で
健
康
増
進
課

へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

結
核
住
民
検
診

と
き
…
11
月
20
日
貍
午
前
９
時
半
〜
10

時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
総
合
医
療
検
査
セ
ン

タ
ー
　
▼
対
象
…
15
歳
以
上
。
中
・
高
校

生
、
妊
婦
、
事
業
所
で
受
診
す
る
人
は
除

く
　
▼
内
容
…
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

▼
申
し
込
み
…
前
日
ま
で
に
電
話
で
市
保

健
所
保
健
予
防
課
へ
。

成
人
女
性
の
健
康
相
談
（
更
年
期
）

と
き
…
11
月
15
日
豺
午
後
１
時
半
〜
４

時
。
一
人
30
分
程
度

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ

ン
タ
ー
　
▼
内
容
…

助
産
師
に
よ
る
個
別

相
談
　
▼
対
象
…
更

年
期
症
状
を
も
つ
女

性
　
▼
申
し
込
み
…

電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。
時
間
は

申
し
込
み
時
に
連
絡
。

乳
が
ん
検
診
登
録
医
療
機
関
の
削
除

す
で
に
個
別
通
知
し
て
い
る
乳
が
ん
検

診
に
つ
い
て
、
次
の
医
療
機
関
か
ら
登
録

削
除
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
…
西
大
寺
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
菅
原
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
…

市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

か
ら
だ
の
悩
み
よ
ろ
ず
相
談

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
成
人
健
康
相
談

と
き
…
11
月
17
日
貉
午
後
１
時
半
〜
４

時
　
▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内

容
…
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
。
希
望
者
に

健
康
手
帳
を
配
布
　
▼
対
象
…
成
人
　
▼
申

し
込
み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

成
人
歯
科
健
康
相
談

と
き
…
11
月
18
日
貅
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…

歯
科
医
師
に
よ
る
相
談
。
歯
科
医
師
の
紹

介
は
無
し
　
▼
対
象
…
成
人
　
▼
申
し
込

み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

健
康
講
座
「
皮
膚
が
ん
の
話
」

悪
性
黒
色
腫
を
中
心
に
　
と
き
…
11
月

18
日
貅
午
後
２
時
〜
３
時
25
分
　
▼
と
こ

ろ
…
総
合
医
療
検
査
セ
ン
タ
ー
　
▼
講
師

…
皮
膚
科
医
の
矢
敷
敦
さ
ん
　
▼
申
し
込

み
…
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
　
▼
問
い

合
わ
せ
…
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
手
話
通
訳
あ
り
。

28

健 康

藤
岡
清
（
紀
寺
町
）
南
瓜
　
▼
谷
村
光
洋

（
北
之
庄
町
）
お
も
ち
ゃ
百
個
　
▼
増
田
才

英
（
若
葉
台
四
丁
目
）
一
万
円
　
▼
吉
岡
耕

藏
（
山
陵
町
）
五
千
円
　
▼
匿
名
　
五
千
二

百
四
十
七
円
　
▼
大
安
寺
西
地
区
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会
　
三
万
四
千
六
百
六
十
円
　
▼

岩
本
潤
三
（
右
京
四
丁
目
）
百
万
円
　
▼
和

紙
ち
ぎ
り
絵
「
華
工
房
」

一
万
円
　
▼
満

恵
川
賢
治
（
帝
塚
山
南
三
丁
目
）
六
万
五
千

円
　
▼
廣
田
久
義

（
山
陵
町
）
五
千
円

成
人
歯
科
健
康
相
談

知
っ
て
得
す
る
健
康
講
座

「
運
動
編
」

楽
し
く
体
を
動
か
し
て

元
気
ア
ッ
プ
教
室

健
康
講
座

「
皮
膚
が
ん
の
話
」

や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ

な
い
人
の
「
禁
煙
講
座
」

か
ら
だ
の
悩
み
よ
ろ
ず
相
談

成
人
女
性
の
健
康
相
談

（
更
年
期
）

乳
が
ん
検
診

登
録
医
療
機
関
の
削
除

結
核
住
民
検
診

と
き

11/18
貅

テ
ー
マ

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
で
ら
く
ら
く
禁
煙
ス
タ
ー

ト
！
（
医
師
に
よ
る
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
処
方
）

11/25
貅

み
ん
な
で
の
り
き
ろ
う
、
タ
バ
コ
の
誘
惑

12/９
貅

も
う
す
ぐ
１
か
月
、
そ
し
て
無
煙
生
活

へ
・
再
喫
煙
の
落
と
し
穴
攻
略
法

来年
２/24
貅

禁
煙
を
引
き
続
き
応
援
し
ま
す
！

（
個
別
フ
ォ
ロ
ー
あ
り
）

と
き

12/１
貉

内
　
容

体
力
測
定
で
自
分
の
体
力
を
知
ろ
う

12/10
貊

足
の
筋
力
ア
ッ
プ
「
い
つ
ま
で
も
自
分

の
足
で
歩
く
た
め
に
」

12/21
貂

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
正
し
い
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
方
法

来年
１/19
貉

地
域
で
運
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

（
敬
称
略
）

8
月
分
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お祝いに歌を披露してくれた大宮保育園児たち

地
域
で
の
子
育
て
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
十
月
一
日
に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
を
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す

な
ら
」
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
育
児

相
談
や
情
報
提
供
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
へ

の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
育

児
の
援
助
を
受
け
た
い
依
頼
会
員
と
育
児

を
援
助
し
た
い
援
助
会
員
が
登
録
し
、
子

育
て
の
相
互
援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
登
録
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
）。

地
域
で
子
育
て
支
援

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所

九
月
中
旬
か
ら
十
月
初
旬
に
か
け
て
、

市
立
各
幼
稚
園
・
小
学
校
等
で
運
動
会
を

開
き
ま
し
た
。

九
月
二
十
六
日
に
運
動
会
を
行
っ
た
平

城
小
学
校
で
は
、
児
童
が
赤
・
青
・
黄
・

白
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
徒
競
走
や
綱
引

き
、
玉
入
れ
な
ど
の
競
技
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ダ
ン
ス
や
組
体
操
で
は
、

練
習
の
成
果
を
一
生
懸
命
披
露
す
る
子
ど

も
た
ち
に
、
観
覧
席
に
つ
め
か
け
た
父
兄

か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
初
秋
と
は
思
え
な

い
程
強
い
日
差
し
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

は
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い

奈
良
っ
子
た
ち

市
立
小
学
校
で
運
動
会全力疾走、負けるもんか！

九
月
は
奈
良
市
の
福
祉
月
間
。
九
月
二

十
日
「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
み
、
恒
例
の

万
年
青
年
大
行
進
を
開
催
。
県
庁
前
公
園

か
ら
近
鉄
奈
良
駅
前
を
通
り
中
央
体
育
館

ま
で
の
約
二
・
二
袰
を
、
万
年
青
年
ク
ラ

ブ
会
員
を
は
じ
め
約
千
三
百
人
が
元
気
に

行
進
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
中
央
体
育
館
で
は
市
民
ふ

れ
あ
い
福
祉
大
会
を
開
催
。
福
祉
や
ま
ち

づ
く
り
等
に
貢
献
さ
れ
た
人
へ
の
感
謝
状

贈
呈
や
音
楽
療
法
士
ら
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
等
が
あ
り
、
約

四
千
人
の
参
加
者
は
福
祉
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
達
者
で
す
！

万
年
青
年
大
行
進
、

市
民
ふ
れ
あ
い
福
祉
大
会世代を超え、手を携えて元気に行進

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
は
「
秋
の

交
通
安
全
運
動
」。
今
年
は
、「
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」
を
基
本
に
、
様
々
な
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

十
九
日
に
学
園
前
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
市

民
決
起
大
会
で
は
、
交
通
安
全
等
に
功
労

の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
の
表
彰
式
、
み
ず

ほ
保
育
園
児
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
、
奈

良
市
国
際
音
楽
交
流
協
議
会
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
期

間
中
は
交
通
安
全
講
習
や
交
通
安
全
フ
ェ

ア
な
ど
、市
内
各
地
で
啓
発
活
動
を
行
い
、

交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
を

秋
の
交
通
安
全
運
動交通ルールを守りましょう。敬礼！
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オープニングを飾った和太鼓演奏

人
権
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
す
る
場
に

し
て
も
ら
お
う
と
、
十
月
十
日
「
夢
・
発

見
・
感
動
の
あ
る
人
権
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
な
ら
一
〇
〇
年
会
館
で
な

ら
・
人
権
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
き

ま
し
た
。

当
日
は
、
和
太
鼓
の
演
奏
で
華
々
し
く

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
会
場
で
は
、
人
権
作
文

の
発
表
や
吹
奏
楽
・
人
権
劇
の
披
露
、
人

権
問
題
や
反
戦
・
平
和
に
関
す
る
展
示
、

模
擬
店
、
ア
カ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

あ
り
、
参
加
者
は
人
権
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

人
権
文
化
の

創
造
と
発
信
を

な
ら
・
人
権
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

奈
良
市
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
、
十
月

九
日
・
十
日
に
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
で
二

十
三
回
目
と
な
る
市
民
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
き
ま
し
た
。
舞
台
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
民
謡
、
舞
踊
、
歌
な

ど
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
、
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
祭
の
期
間
中
は
市
美
術
家

展
を
は
じ
め
、
秋
☆
音
ま
つ
り
や
鐡
田
正

記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
共
に
十
一
月
七
日

開
催
）、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
リ
サ
イ
タ
ル

（
十
一
月
二
十
日
開
催
）
な
ど
、
様
々
な

催
し
を
行
い
ま
す
。

日
頃
の
活
動
の

成
果
を
披
露

市
民
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル江戸伝統芸を披露

十
月
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
月
間
。
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り

を
し
て
も
ら
お
う
と
、
十
月
十
日
に
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、鴻
ノ
池
運
動
公
園
を
中
心
に
、

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
剣

道
、
柔
道
、
弓
道
、
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
太
極
拳
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
広
場
を
開
設
。
参
加
者
は
各
所
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

満
喫
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
広
が
る

ふ
れ
あ
い
の
輪

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
いシュート前の攻防！中央体育館でのミニバスケットボール

十
月
二
日
、「
動
物
と
楽
し
く
暮
ら
せ

る
み
ん
な
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
な

ら
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
な
ら
ま

ち
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
動
物
愛
護
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
や
ペ
ッ
ト
の
健
康
相
談
、「
人
形

劇
団
コ
コ
ン
」に
よ
る
腹
話
術
や
人
形
劇
、

動
物
愛
護
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
犬
の
し
つ
け

方
講
習
会
で
は
、
犬
の
訓
練
士
で
あ
る
近

藤
信
江
さ
ん
が
「
犬
の
心
に
視
点
を
置
い

て
、
犬
の
心
を
感
じ
て
み
る
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
実
際
に
参
加
者
の
手
を
と
り
な

が
ら
犬
の
立
場
か
ら
解
説
し
、「
犬
も
、

最
初
は
飼
い
主
の
要
求
を
理
解
で
き
ず
脅

え
ま
す
。
感
情
的
に
な
ら
ず
、
上
手
に
褒

め
た
り
叱
っ
た
り
し
な
が
ら
接
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

動
物
と
楽
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
を

な
ら
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル犬の立場から、飼い主の指示や言葉を体感



大和の歳事記　七五三（市内各神社）

●11月の行事・市の催し●

女性に対する暴力撤廃パネル展（～25日男女共同参画課）
人権草の根講演会（･10日ほか 社会教育課）、写真で見る
思い出の奈良町（～12/12 史料保存館）
文化の日舞楽演奏会（春日大社神苑）、市表彰式（広報課）、
金婚祝賀会（高齢福祉課）
声藝社オペラ公演「仏陀」＝求道の人＝（なら100年会館）
奈良工芸フェスティバル（～14日 なら工藝館）、ならまち
写生会（ならまち振興財団）
秋☆音まつり（文化振興課）、鐡田正記念オーケストラコ
ンサート（なら100年会館）
郎女祭（瑜伽神社）、クリーン・ポイ捨て防止キャンペー
ン（男女共同参画課）
人権を確かめあう日、人権教育地区別研修会（･18日ほか
社会教育課）
慈恩会（薬師寺）、東之阪子どもフェスティバル（東之阪
児童館）、書道文化講座（杉岡華邨書道美術館）
入江泰鐡の眼を歩く（写真美術館）、上方舞鑑賞会（なら
まち振興財団）、エントランスコンサート（音声館）
七五三（市内各神社）
写真道場初級編（･30日ほか写真美術館）
写経会（唐招提寺御影堂）、鑑真和上渡日展（～21日 国際
交流室）、町家再生パネル展（～23日ならまち格子の家）
ならまち写生会作品展（～21日ならまち振興財団）
ならマイカーひとやすみデー、クラシック音楽リサイタル
（文化振興課）、女性フェスティバルinなら・ＤＶに悩む男
性のための一日電話相談（男女共同参画課）
ポイ捨て防止街頭啓発（環境保全課）
エントランス小劇場（音声館）
文化の夕べ（人権啓発センター）、ならチェンバーオーケ
ストラ定期演奏会（文化振興課）、大駱駝艦天賦典式「壺
王」（なら100年会館）
東方歌舞団「飛翔する中国、限りなき東方のロマン薫る世
界」（なら100年会館）

1日豺
2日貂

3日豢

5日貊
6日貍

7日豸

8日豺

11日貅

13日貍

14日豸

15日豺
16日貂
17日貉

19日貊
20日貍

22日豺
23日豢
27日貍

28日豸

奈良しみんだより
平成16年（2004年）11月

31

宮中や貴族の間で行われていた、３歳の髪置・５歳の袴
着・７歳の帯解の儀式に由来するもので、子どもの健やかな
成長を願って参詣します。

現代の奈良町の移り変わりを考えようと、昭和30
年頃の奈良町の風景や行事の写真を展示します。
とき…11月２日貂～12月12日豸午前９時半～午後
４時半。月曜日、祝日の翌日は休館　蜷ところ…史
料保存館（脇戸町） 蜷問い合わせ…同館（蕁２７
―０１６９）へ。

興福寺から見た奈良町（昭和28年）

写真で見る思い出の奈良町
～絹谷四郎の撮った1950年代の奈良～

子どもたちの笑顔が輝
ひか

るまちづくりをめざして

「古都奈良の文化財」世界遺産登録が決まった
12月２日にちなみ、この日を「なら教育の日」と
定めています。そこで、21世紀の奈良市の教育を
考えてもらおうと開きます。

とき…12月２日貅午後１時半～４時20分　蜷と
ころ…なら100年会館大ホール　蜷内容…幼稚園
児・小学生・中学生・成人の学習発表、奈良大学
文学部教授の水野正好さんによる記念講演「古代、
『心をこめての人づくり』は」 蜷問い合わせ…
市役所学校教育課へ。

＊12月2日～8日の「なら教育週間」にちなみ、各種
行事を行います（問い合わせは各担当課へ）
行事名（担当課）…市民公開フォーラム（一条高校）、
友好･姉妹都市交換作品展（学校教育課）、公・私立幼稚
園教育講演会（学校教育課）、市立幼稚園こども作品展
（学校教育課）、平城京展（文化財課）、発掘された日本
列島展（文化財課）。

21世紀の奈良市を担う子どもたちを育むために

「なら教育の日」記念集会



●
奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
平
成
十
六
年
十
一
月
号
●
編
集
・
発
行
奈
良
市
役
所
広
報
課
電
話
代
表
蕁
三
四
―
一
一
一
一
〒
六
三
〇
―
八
五
八
〇
奈
良
市
二
条
大
路
南
一
丁
目
一
番
一
号
・koho@

city.nara.nara.jp

印
刷：

関
西
美
術
印
刷
株
式
会
社

奈良市のホームページ　http://www.city.nara.nara.jp に奈良しみんだよりを掲載しています。

奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

火災を小さい
うちに消すため
住宅用消火器等を
設置しましょう

寝たばこは
絶対やめましょう

ガスこんろなどの
そばを離れる時は

必ず火を消しましょう

33つつのの習習慣慣

1.  消防法改正をふまえた住宅防火対策の推進
2.  放火火災・連続放火火災予防対策の推進
3.  消火器の適切な維持管理の推進
4.  地域における防火安全体制の充実

5.  特定防火対象物等における防火安全対策
の徹底

6.  小規模雑居ビル等の消防法令違反対象物
の危険性の周知徹底

【問い合わせ】市消防局予防課　（蕁３５―１１９２）へ。

11月9日～15日は秋の火災予防運動

44つつのの対対策策

文
化
財
防
火
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

文
化
財
を
火
災
等
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
文
化
財
に
対
す
る
愛
護
思
想
と
防
火
・
防
災
意

識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
開
き
ま
す
。

と
き
…
来
年
１
月
23
日
豸
午
後
１
時
半
〜
４
時
10

分
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
（
東
寺
林

町
）、
元
興
寺
（
中
院
町
）

▼
内
容
…
元
興
寺
住

職
の
辻
村
泰
善
さ
ん
に
よ
る
講
話
「
元
興
寺
と
文
化

財
保
護
」、
文
化
財
防
災
官

の
講
話
「
文
化
財
の
防
火
・

防
災
に
つ
い
て
」、
文
化
財

鑑
賞
と
防
災
設
備
見
学
　
▼

定
員
…
250
人
　
▼
申
し
込
み

…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参

加
人
員
を
書
い
て
、
来
年
１

月
７
日
必
着
で
市
消
防
局
予
防
課
（
〒
630-

8145
八
条

五
丁
目
四
〇
四
―
一
　
蕁
三
五
―
一
一
九
二
）
へ
。

１
枚
に
三
人
ま
で
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

応
急
手
当
普
及
講
習

と
き
…
11
月
10
日
貉
・
28
日
豸
午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
…
防
災
セ
ン
タ
ー
（
八
条
五
丁
目
）

▼

内
容
…
心
肺
そ
生
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
　
▼
申

し
込
み
…
講
習
日
の
前
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
蕁

三
五
―
一
一
〇
六
）
へ
。
他
に
も
、
各
種
グ
ル
ー
プ

等
の
要
請
に
応
じ
て
指
導
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火災は、ひとたび起こってしまえば、尊い命や財産を一瞬にして奪ってしまうほ
ど恐ろしいものです。「これぐらい大丈夫…」といった油断やちょっとした不注意
から火災を発生させないよう、一人ひとりが火災予防に心掛けましょう。

火は消した？火は消した？    いつも心にいつも心に    きいてみてきいてみて火は消した？火は消した？    いつも心にいつも心に    きいてみてきいてみて（全国統一防火標語）

寝具や衣類からの火災を
防ぐために防炎製品を

使いましょう
お年寄りや身体の
不自由な人を守るため
隣近所の協力体制を
つくりましょう

逃げ遅れを防ぐために
住宅用火災警報器を
設置しましょう

火は消した？  いつも心に  きいてみて火は消した？  いつも心に  きいてみて

重点推進事項

ストーブは燃えやすい
ものから離れた位置で
使用しましょう

市消防局マスコット
キャラクター「なっぴい」

住宅防火
いのちを守る
7つのポイント


	表紙
	鍵田新市長が初登庁
	税を考える週間、救急車の適正利用
	市の表彰に輝く人々
	奈良市建築文化賞

	市民特派員いきいきレポート、奈良のあゆみ
	虹のひろば
	お知らせ
	11月の移動図書館巡回日程
	新たに選挙人名簿などに登録された人の名簿の縦覧
	農地転用申請等の受付日の変更
	障害者控除対象者の認定
	市営住宅入居者を募集
	市営墓地の使用者を募集
	水道料金等の口座振替日
	都市計画（案）の縦覧
	大和都市計画区域の用途地域変更案に関する公聴会
	環境影響評価方法書の縦覧
	新築・増築家屋の調査に協力してください
	児童手当の申請
	市立奈良病院運営市民会議委員を募集
	子育て短期支援事業
	病没家庭等児童に激励金を支給
	交通災害遺児等に激励金を支給
	奈良マーチャントシードセンター
	ファミリー・サポート・センター会員説明会・講習会
	固定資産税・都市計画税の納期
	なら工藝館
	合併申請関連
	国民健康保険料の納期
	男女共同参画センター「あすなら」
	奈良市美術館
	ならチェンバーオーケストラ定期演奏会
	デッサン能
	週末はならまちクリスマスコンサートへ
	おん祭に参加しませんか
	ならまち格子の家
	音声館
	なら奈良館
	鑑真和上渡日展
	人権教育地区別研修会
	人権草の根講演会
	母子福祉センター
	西老春の家
	東老春の家
	総合福祉センター
	済美地域ふれあい会館
	中央図書館
	文化の夕べ
	ハートフルシアター
	市立幼稚園こども作品展
	東之阪子どもフェスティバル
	青空コンサート
	青少年野外活動センター
	スポーツ施設を開放
	人権フェスタ・文化祭
	散歩中の犬のマナー
	小・中学生を対象にスキースクール
	平城京新春マラソン大会
	市民軽スポーツ大会
	市体育スポーツ指導者研修会
	西部生涯スポーツセンター

	東西南北
	ごみ・再生資源の収集業務
	ごみの出し方など
	奈良工芸フェスティバル

	生涯学習
	若草公民館
	西部公民館
	南部公民館
	登美ヶ丘公民館
	生涯学習センター
	中央公民館
	春日公民館
	都跡公民館
	京西公民館
	自主活動グループ紹介
	生涯学習センターギャラリー展示案内
	平城東公民館
	伏見公民館
	富雄南公民館
	一条高等学校人文科学コース市民公開フォーラム

	関西文化の日、なら100年会館催し案内
	健康
	各種予防接種
	ツベルクリン反応検査、判定・ＢＣＧ接種
	乳幼児の健診・相談
	歯っぴい・マミー教室
	すくすく相談
	新生児・妊産婦訪問
	各種がん検診
	新しい命をSIDSから守ろう
	やめたくてもやめられ ない人の「禁煙講座」
	知って得する健康講座「運動編」
	楽しく体を動かして元気アップ教室
	結核住民検診
	成人女性の健康相談（更年期）
	乳がん検診登録医療機関の削除
	からだの悩みよろず相談
	成人歯科健康相談
	健康講座「皮膚がんの話」
	善意銀行

	市政ニュース
	秋の交通安全運動
	万年青年大行進、市民ふれあい福祉大会
	市立小学校で運動会
	ファミリー・サポート・センター、地域子育て支援センターが開所
	なら動物愛護フェスティバル
	市民スポーツのつどい
	市民文化フェスティバル
	なら・人権ふれあいカーニバル

	今月のこよみほか
	「なら教育の日」記念集会
	写真で見る思い出の奈良町

	秋の火災予防運動
	文化財防火ゼミナール
	応急手当普及講習
	防災センター体験学習


